
朝

廷

の
存
続

と
天

皇

の
下

賜

村

井

貞

勝

と
前

田
玄

以

へ
の
下

賜

の
成

立

と
意

義

1

北

堀

光

信

は
じ
め
に

戦
国
期

に
衰
退
し
た
朝
廷
は
、
織
田
政
権
と
豊
臣
政
権
の
財
政
援

助
を
得

て
再
建
さ
れ
た
。
朝
廷
と
織
田

・
豊
臣
政
権
の
関
係
は
、
幕

藩
制
国
家
成
立
の
観
点
か
ら
天
皇
を
位
置
付
け
る
事
で
研
究
が
再
開

さ
れ
た
。
織
田

・
豊
臣
政
権

の
天
皇
権
威
利
用
と
利
用
に
対
峙
す
る

朝
廷
側
と

い
う
緊
張
関
係
が
描
き
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
武

家
側
か
ら

の

一
方
的
視
点
で
あ
り
、
限
界
が
あ

っ
た
。
研
究
史
を
克

服
す
る
た

め
、
史
料
の
整
理
と
具
体
的
分
析
か
ら
実
態
が
見
直
さ
れ

ド
ワ
ご
た
。
山

口
和
夫
氏
は
、
「朝
廷
は
武
家

の
支
配
の
客
体
で
あ

っ
た
だ

け
で
な
く

、
統

一
政
権
に
積
極
的
に
加
担
し
、
共
生
関
係
を
築

い
た
」

　
り
こ

と
述
べ
、
朝
廷
の
主
体
性
を
評
価
す
る
事
を
提
起
し
た
。
現
在
の
研

究
は
、
朝

廷
の
実
状
を
明
ら
か
に
し
て
、
公
武
両
者
の
観
点
か
ら
分

コ
　

析
す
る
方
法
と
な

っ
て
い
る
。

朝
廷
は
、
織
田

・
曲豆
臣
政
権
に
対
し
、
自
ら
の
存
在
を
認
め
さ
せ

る
必
要
が
あ

っ
た
。
山
口
氏
が
述
べ
た

「朝
廷
は
統

一
政
権
に
積
極

的
に
加
担
し
、
共
生
関
係
を
築

い
た
」
と

い
う
の
は
、
朝
廷
が
織

田

・
曲豆
臣
政
権
の
た
め
、
戦
勝
祈
願
、
勅
命
講
和
を
行
う
な
ど
活
動

し
た
事
で
あ
る
。
朝
廷
は
、
織
田

・
豊
臣
政
権
と
の
関
係
の
緊
密
化

を
図

っ
た
。
関
係
を
緊
密
に
す
る
方
法
と
し
て
、
朝
廷
と
武
家
政
権

と
の
相
互
で
旦
ハ体
的
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
贈
与
で
あ

っ
た
。

贈
与
・は
、
贈
る
側
と
贈
ら
れ
る
側
の
両
者
間
で
成
立
す
る
。
贈
与

は
、
提
供
、
受
容
、
返
礼
を
通
じ
、
両
者
間

の
関
係
を
確
認
す
る
た

　
ら

め
に
行
わ
れ
る
。
贈
与
を
同
じ
者
に
繰
り
返
す
の
は
、
構
築
し
て
き

た
関
係
を
維
持
、
強
化
す
る
た
め
で
あ
り
、
必
要
な
い
者
に
贈
与
は

行
わ
れ
な
か

っ
た
。
贈
与
は
社
会
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
贈
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与

の
分
析
か
ら
統
治
の
実
態
、
交
流
の
範
囲
、
関
係
の
深
度
等
が
明

へ
　

　

ら

か

に

さ

れ

て

い

る
。

　
　

ぜ

公
武
問

の
贈
与
は
、
献
上
と
下
賜
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

れ
ま
で

の
研
究
で
は
、
武
家
側
か
ら
朝
廷

へ
の
献
上
が
注
目
さ
れ
て

き
た
。
神

田
裕
里
氏
は
、
「織
田
信
長
と
禁
裏

・
公
家
の
交
流
-
献

　
　

　

上
行
為
を

通
じ
て
ー
」
で
、
織
田
信
長
と
朝
廷
問
の
贈
与
を
、
「豊

　
　
と

臣
秀
吉

の
献
上
行
為
に
つ
い
て
」
で
、
豊
臣
秀
吉
と
朝
廷
問
の
贈
与

を
史
料
か
ら
抜
き
出
し
、
表
に
整
埋
し
て
、
贈
与
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
戦
国
期
の
将
軍

・
織
田
信
長

・
曲豆
臣
秀
吉
の

贈
与
の
特

徴
と
差
違
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
献
上
を
中
心
と
し

た
考
察
だ

け
で
は
、
武
家
側
か
ら
天
皇

へ
の
接
近
が
視
角
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
天
皇
側
か
ら
武
家
側

へ
の
下
賜
は
、
部
分
的
に
し

か
述
べ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
だ
が
献
L
と
同
様
、
天
皇
も
自
ら
の

意
志
を
持
ち
、
下
賜
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

天
皇
は
下
賜
を
用
い
、
織
田

・
曲豆
臣
政
権
と
の
交
流
を
続
け
、
関
係

を
維
持
す

る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
下
賜
は
、
朝
廷
内
部
や
武
家
政

権
内
で
も
行
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
下
賜
は
天
皇
か
ら
武
家
政
権

へ
の
下
賜

に
限
定
す
る
。

織
曲豆
期

の
史
料
か
ら
下
賜
の
事
例
を
抜
き
出
す
と
、
下
賜
は
織
田

信
長
と
曲豆
臣
秀
吉
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
村
井
貞
勝
と
前
田

玄
以
に
も
下
賜
は
繰
り
返
さ
れ
た
。
本
論
が
基
本
史
料
と
す
る

『御

　
い

ソ

湯

殿

上

日
記

』

は

、

下

賜

の
相

手

を

分

け

て

記

し

て

い
る
。

信

長

へ

の

下
賜

は

、

「
の

ふ
な

か

に
」

・

「
た

い
し

よ

う

へ
」

・

「
内

ふ

へ
」

等

と

記

述

さ

れ

て

い
る

の

に

対

し

、

貞

勝

へ
の

下

賜

は

、

「
む

ら

い

に
」

と

記

さ

れ

る
事

が

多

い
。

『
御

湯

殿

上

日

記

』

天

正

七

年

九

月

　

れ

　

十
四
日
条

に
は
、
「山
國
の
事
れ

い
に
、
又
宮
の
御
か
た
の
御
ち
の

　

　

み

　

　

　

　

へ

　

　

　

　

し

人

し

て
、
ち

よ

く

し

よ

と

か

ら

に
し

き

、
ひ

き

十

て
う

に
お

か

れ

て
、

ド

れ

な

　

　

　

わ

　

　

わ

ガ

　

　

ゐ

き

　

　

　

　

は

へ

の

ふ
な

か

に

つ
か

は

さ

る

・
、
む

ら
井

に

は
あ

を

き

ま

き

物

]
た

ん

　

　

わ

　

つ
か

わ

さ

る

・
」

と

あ

る

。

天

正
七

年

九

月

の

下
賜

は

、

信

長

と

村

井

貞

勝

の

二
人

に
行

わ

れ

た

。
立

花

京

子

氏

は

「
貞

勝

へ
の
下

賜

は

、

貞

勝

個

人

に
与

え

る
も

の

で

は
な

く

、
貞

勝

は

下
賜

を

取

り

次

い

で

い
る

の

に
過

ぎ

な

い
。

下
賜

は
、

信

長

へ
行

わ

れ

た

」

と

言

及

し

て

い
る

。

し

か

し

史

料

で
は

、
信

長

へ
の

下
賜

と

貞

勝

へ
の
下

賜

は

分

け

る

こ

と

が

出

来

る
。

貞

勝

は

ド
賜

を

取

り

次

い

で

い
る

だ

け

で
な

く

、
貞

勝

自

身

に
も

下
賜

が
行

わ

れ

て

い
た

可

能

性

が

あ

り

、

個

別

に
検

討

す

る

必

要

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

秀

吉

へ
の

下

賜

は

、

『
御

湯

殿

上

日
記

』

に

「
は

し

は

ち

く

せ

ん

に
」

・

「
く

わ

ん

は

く

へ
」

・

「
大

こ
う

へ
」

と

記

さ

れ

て

い
る

の

に

対

し

、

玄

以

へ

の

下

賜

は

、

「
け

ん

い

に

」

・

「
ほ

う

い

ん

へ
」

・

「
と

く

せ

ん

い
ん

へ
」

と

記

さ

れ

て

い
る

。

『
御

湯

殿

上

日
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に

ノ　

　

記

』

天

正

十

七

年

十

月

十

二

日
条

に
は

、

「
關

は

く

殿

へ

へ

　

ゼ

む

　

お

　

ゆ

　

　

が

　

　

　

　

ヲ

　
ゑ

　

　

く
わ
ん
し

ゆ
寺
大
納
言
、
中
山
大
納
言
御

つ
か
い
に
て
、
御
た
き
物

　

　

　

　

　

を

ロ

　

り

　

　

ロ

　

ち

る

　

大

な

る

か

い

に

え

を

め

は

り

て

三

か

い
ま

い

る

、

同

法

印

に

も

　

ト

さ

を
　

ロ
バ

　

　

　

ロ
バ

　

ト

さ

　

ち
い
さ
き
か

い
に
十
か
い
く
た
さ
る
る
」
と
あ
る
。
天
正
十
七
年
の

下
賜
は
、
「
關
は
く
殿
」
の
秀
吉
と

「法
印
」
の
玄
以
、
一
、人
に
行

わ
れ
た
。
秀
吉

へ
の
ド
賜
と
玄
以

へ
の
下
賜
も
、
明
確
に
区
別
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
矢
部
健
太
郎
氏
は
、
「
京
都
奉
行
」

の
前
田
玄
以

　
セ

セ

と
浅
野
長
政
に
ま
で
下
賜
が
行
わ
れ
た
事
実
を
指
摘
す
る
。
し
か
し

事
例
を

紹
介
す
る
だ
け
に
留
ま

っ
て
お
り
、
天
皇
が

「京
都
奉
行
」

に
ま
で
下
賜
を
広
げ
た
過
程
、
必
要
性
を
検
討
し
て
い
な

い
。

本
論

で
は
、
信
長
と
秀
吉

へ
の
ド
賜
で
は
な
く
、
貞
勝
と
玄
以

へ

の
下
賜
を
中
心
に
考
察
す
る
。
天
皇
は
、
貞
勝
と
玄
以
に
ま
で
下
賜

の
範
囲
を
広
げ
、
下
賜
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
織
田

・
曲豆
臣
政

権
と
の
関
係
の
緊
密
化
を
図

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
勝
と
玄
以

へ

の
下
賜
は

、
信
長
と
秀
吉
に
対
す
る
下
賜
と
は
異
な
る
、
独
自
の
意

義
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
天
正
十
六
年
四
月
二
十
六
日
、
下
賜
全
体

の
中
で
最
も
豪
草
で
大
量
の
下
賜
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
下
賜
は
、
玄

以
に
対

し
て
行
わ
れ
た

(以
下
本
論
で
は
、
天
正
十
六
年
四
月
二
十

六
日
、
玄
以
に
行
わ
れ
た
下
賜
を
天
正
十
六
年

の
下
賜
と
略
す
)
。

最
も
豪
華

で
大
量
の
ド
賜
が
玄
以
に
行
わ
れ
た
意
味
を
、
下
賜
の
整

理
か
ら
考
察
す
る
。

近
年

の
研
究
で
は
、
信
長

・
秀
吉
と
天
皇
と
い
う
直
接
の
関
係
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
公
武
間
の
交
渉
を
行

っ
て
い
た
貞
勝
、
玄
以
と

へ
お

　

「武
家
伝
奏
」
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成

果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
貞
勝
と
玄
以

へ
の
下
賜
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
織
曲豆
期
の
下
賜
の
特
徴
を
考

え
て
い
き
た
い
。

一
、
永

禄
、
元
亀
年
間

の
下
賜

戦
国
期
、
天
皇
が
下
賜
を
行
う
武
家
側

の
相
手
は
、
基
本
的
に
将

軍
で
あ

っ
た
。
下
賜
は
、
年
中
行
事
に
従

い
、
定
例
化
し
て
毎
年
繰

り
返
さ
れ
た
。
ま
た
将
軍
の
若
君
誕
生
、
元
服
な
ど
将
軍
と
そ
の
若

君
の
通
過
儀
礼
、
将
軍
の
官
位
叙
任
等

の
将
軍
家
の
臨
時
祝
賀
に
も

下
賜
が
行
わ
れ
た
。
将
軍
は
在
京
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、

し
ば
し
ば
抗
争
に
敗
れ
、
京
都
か
ら
逃
走
し
た
。

将
軍
が
逃
走
し
て
い
る
間
、
将
軍
に
代
わ
り
実
際
に
京
都
を
統
治

し
た
者
に
、
天
皇
は
下
賜
を
行

っ
た
。
永
禄
五
年
三
月
六
日
、
六
角

　
け

　

義
賢
が
入
京
し
て
、
足
利
義
輝
は

一
時
、

八
幡
に
退
い
た
。
『御
湯

殿
上
日
記
』
永
禄
五
年

四
月
十

一
日
条

に
は
、

「
わ
か
き

み
御
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ケ

　

　
　

　

　

　

ぢ

ノ

　
た

ガ

　

　
ゆ

ロ

　

た

ん

正

に

て
、
ふ
け

へ
の
御

む

ま

、
御

た

ち

あ

す

は

御

と

く

日
と

て
、

λ
-U

〔
勧
修

㌃
井
豊

)

(
長

橋

　

(
召
し
て
出
さ
)

け

ふ

く

わ

ん

し

ゆ
寺

一
位

を

な

か

は

し

へ
め

し

て

い
た

さ

る

・
」

と

あ

る

。

天

皇

は

、

将

軍
家

の
若

君

が

誕

生

し

た

祝

賀

に
、

勧

修

寺

サ

曲
豆
を

八

幡

に

遣

わ

し

、

馬

と

太

刀

を

下

賜

し

た

。

四

月

二
十

四

日

、

天

皇

は

サ

曲豆
を

遣

わ

し

、

六

角

義

賢

に
十

色

十

荷

、

六

角

義

治

に

疋

　
め

ノ

十
帖
と
椴
子
を
下
賜
し
た
。
六
月
二
日
、
六
角
義
賢
と
三
好
長
慶
が

　
め

　

和
睦
し
て
、
六
角
親
子
は
坂
本

へ
帰

っ
た
。
こ
の
三
ヵ
月
の
問
、
八

幡
に
逃
走

し
た
将
軍
と
京
都
を
現
実
に
統
治
し
た
六
角
義
賢
、
そ
れ

ぞ
れ
に
下
賜
が
行
わ
れ
た
。
六
月
二
十
二
日
、
義
輝
が
再
び
入
京
を

　
レ

　

果
た
し
た
時
、
天
皇
は
上
洛
の
祝
賀
と
し
て
太
刀
を
下
賜
し
た
。
六

月
二
十
六

日
、
天
皇
は
万
里
小
路
惟
房
を
遣
わ
し
、
三
好
長
慶
に
太

　
　

　

刀
を
、
松
永
久
秀
に
太
刀
と
金
欄
を
下
賜
し
た
。

　　

永
禄
八
年
五
月
十
九
日
、
三
好
三
人
衆
が
足
利
義
輝
を
殺
害
し
た
。

『
御

湯

殿

上

日

記

』

永

禄

八
年

五

月

二

十

一
日
条

に

は

、

へ

け

ロ

　

　

ヨ

け

へ

も

へ

　

れ

ド

　

ち

る

　

「
み

よ

し

ひ

ゆ

か

、

み

よ

し

み

や

う

代

に

御

れ

い

に

ま

い

る

、

ア
ホ

　
　
ゴゆ

り

ヘ

ト

から
　

こ
御

所

に

て

一
く

た

さ

る

・
」

と

あ

る

。

「
み
よ

し

ひ
う

か
」

と

は

、

三

好

日
向

守

長

逸

の

こ
と

で
あ

る
。

三
好

長
逸

は

、

三

好

義

継

の
名

代

と

し

て
参

内

し

て
、

以

後

将

軍

に
代

わ

り

京

都

を

統

治

し

た

。

永

ゐ

　

禄
九
年
七
月
十
四
日
、
長
逸
は
上
洛
し
、
七
月
十
七
日
、
御
礼
に
参

　
の

ヂ

内
し
て
、
献
上
を
行
い
、
小
御
所
で
九
献
を
賜
わ

っ
た
。
『御
湯
殿

ヘ

ロ

ん

　

上

日
記

』
永

禄
九
年

七

月
十

八
日
条

に

は

、
「
ひ
・仇
か
所

ヘ

へ
力

甲

小

路

縦

房

}

「

御

使

㌔

一

ー

荷

i

色

)

〔賜
ふ
　

ま

て

の

こ

う

ち

大

納

言

御

つ
か

い

に

て

、

十

か

十

か

う

た

ふ

、

　

ゑ

な

き

　

ハ

ら

へ

　た

ガ

　

　

れ

ノ

か
た
し
け
な
き
と

て
や
か
て
御
む
ま

、
御

た
ち
に
て
御
れ

い
に

　

ち

る

キ

ま
い
る
」
と
あ
る
。
天
皇
は
万
里
小
路
惟
房
を
遣
わ
し
、
献
上
の
御

礼
と
し
て
、
長
逸
に
十
色
十
荷
を
下
賜
し
た
。
長
逸
は
、
返
礼
と
し

て
、
馬
と
太
刀
を
献
上
し
た
。

戦
国
期
、
天
皇
は
自
ら
の
保
護
を
求
め
て
、
各
地
の
戦
国
大
名
に

広
範
囲
に
下
賜
を
行

っ
た
。
天
皇
は
、
戦
国
大
名
に
公
家
を
派
遣
し

て
、
献
金
を
求
め
た
。
織
田
氏
も
公
家
が
派
遣
さ
れ
た
戦
国
大
名

の

　
　

　

一
人
で
あ

っ
た
。
同
時
に
年
中
行
事
を
契
機

に
、
将
軍
の
献
上
に
対

し
、
返
礼
と
し
て
武
家
伝
奏
を
派
遣
し
、
下
賜
を
行

っ
て
い
た
。
将

軍
は
在
京
す
る
の
が
基
本
で
あ

っ
た
が
、
抗
争
に
敗
れ
、
京
都
か
ら

逃
走
す
る
事
も
あ

っ
た
。
将
軍
が
京
都
か
ら
逃
走
し
た
と
き
、
将
軍

に
代
わ
り
現
実
に
京
都
を
統
治
し
た
者
に
も

、
天
皇
は
下
賜
を
続
け

た
。
戦
国
期
の
天
皇
は
、
現
実
の
政
治
状
況
の
推
移
に
従

い
、
相
手

を
選
別
し
て
下
賜
を
続
け
て
い
た
。

永
禄
十

一
年
十
月
、
信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
。
『御

　

　

れ

　

　　

　　

　

湯
殿
上
日
記
』
永
禄
十

一
年
十
月
六
日
条
に
、
「
一
て
う
い
ん
の
ふ
け

　

　

　

　

へ

　

　

　が

え

　

あ

く

た

川

に
御

ち

ん
す

へ
ら

れ

候

と

て
、

こ

の
御

所

よ

り

め

て
た

き

　

　

　

　

へ

あ

ら

ぜ

　

　

　

ゼ

き

　

へ

　

を

　

と

の
御

つ
か

い
ま

い
ら

せ

ら

れ

候

、

く

わ

ん
し

ゆ
寺

く

わ

ん
ら

く

と
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コ
　

ゼ

も

ゆ

お

ち

り

ば

　　

　

た
ガ
　

ち

る

て

、

右

中

弁

の
宰

相

ま

い

ら

せ

ら

れ

候

、

ふ
け

へ
御

た

ち

ま

い
る

、

　

　

　

　
　

　

　

へ

　

と

　

け　

　

ト

レ
モし

ド

　

　

お

く

り

も

の
を

た

に
ト

か

う

十

か

く

た

さ

る

・
、

こ
れ

も

御

つ
か

い

　

カ

　
ク

し
ま

ぬ

　
レ

　

右
中
弁
と

の
」
と
あ
る
。
義
昭
と
信
長
が
上
洛
を
果
た
す
時
か
ら
、

ド
賜
は
義
昭
と
信
長
に
繰
り
返
さ
れ
た
。
元
亀
四
年
、
義
昭
が
京
都

を
離
れ
る
ま
で
、
義
昭

へ
の
下
賜
は
続
け
ら
れ
た
。
十
月
に
行
わ
れ

の

る
亥
子
の
下
賜
は
、
元
亀
三
年
十
月
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

永
禄
十
三
年
二
月
.
.日
、
村
井
貞
勝
は
信
長
の
作
事
奉
行
と
し
て
、

　

す
で
に
修
理
を
行

っ
て
い
た
日
乗
に
添
え
て
御
所
修
理
に
加
わ
る
こ

お

と

が

申

し

付

け

ら

れ

た

。

『
御

湯

殿

ヒ

日

記

』

元

亀

元

年

四
月

、
」レ

　

れ

ロ

ぶ

ヒ

ぽ

七

日
条

に
は

、

「
む

ら

い
、

日

せ

う

、

み

な

く

に

な

か

は

し

し

て

　

も

あ

な

さ
　し

け　

　

　

わ

一
た

ふ

、

か

た

し

け

な

き

よ

し

申

、

三

色

二

か

つ
か

は

さ

る

・
」

と

あ

り

、

天

皇

は

、

村

井

貞

勝

と

日

乗

に

三
色

三

荷

を

下

賜

し

た

。

　
　

ボ

『御
湯
殿
上
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
二
十
四
日
条
に
は
、
「ふ
け
よ
り

へ

た

ね

　

ぢ

る

　

ね

れ

も

や
ま

と

う

り

五

こ
ま

い
る
、
ゆ
う

あ

み

御

つ
か

い
候

て
、
む

ら

い
、

ロ

　

　

　

ゴ　

ぶ

　

　

か

日

せ
う

に

、
御

う

り

ふ

け

よ

り

の

た

ふ

」
と

あ

り

、
貞

勝

と

日
乗

に

、

義

昭

よ

り
献

上

さ

れ

た

大

和

瓜

が

下
賜

さ

れ

た

。

『
御

湯

殿

上

日

記
』

　

け

バ

　

ゆ

ス
の

せ

元
亀

元
年

五
月
八
日
条

に
は
、

「
む
ら

い
に
く
る
ま
よ
せ

に
て

　

乃

甲

小

路

雁

場

・

・

修

理

・

「

屑

折

り

〔

椴

ゴ

　

ま

て

の

こ
う

ち

大

納

言

し

て

、

御

し

ゆ

り

の

ほ

ね

お

り

に
と

ん

す

　

ト

を
ご

く

た

さ

る

・
」

と

あ

る

。

天

皇

は

、
御

所

の
車

寄

せ

で
、

万

里

小

路

惟

房

を

遣

わ

し

、

貞

勝

に
椴

子

を

下

賜

し

た

。

下

賜

は

、

「
御

し

ゆ

り

の

ほ
ね

お

り

」
と

し

て
行

わ

れ

た

。
「
ほ
ね

お
り

(骨

折

り

)
」

は

、

　

「
労

力

に
対

す

る

報

酬

」

を

意

味

す

る

。

『
日
葡

辞

書

』

に
は

、

「
下

人

ど

も

を

、
仕

事

を

し

た

後

と

か

、
仕

事

を

し

て

い
る

最

中

と

か

に

、

　
り

ほ
め
る
と
き
の
言
葉
」
と
あ
る
。
元
亀
元
年

の
三
回
の
下
賜
は
、
御

所
修
理
の
慰
労
と
し
て
行
わ
れ
た
。

『御
湯
殿
上
日
記
』
は
、
元
亀
元
年
か
ら
四
年
ま
で
年
間
通
じ
て

記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
管
見
す
る
限
り
、
元
亀
元
年
六
月
二
十
四

日
か
ら
天
正
元
年
九
月
1.
四
日
ま
で
の
間
、
貞
勝

へ
の
下
賜
の
記
述

は
見
ら
れ
な
い
。
[
乗
と
貞
勝

へ
の
下
賜
は
、
御
所
修
理
の
終
r
に

伴

い
、
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
永
禄
、
元
亀
年
間
、
京
都
に
は
義
昭

ヨ
　

政
権
と
信
長
政
権
の
二
つ
の
政
権
が
並
存
し
て
い
た
。
天
皇
は
、
両

政
権
に
対
し
て
下
賜
を
行

っ
て
い
た
が
、
信
長
の
代
わ
り
に
実
際
の

政
務
に
あ
た

っ
て
い
た
信
長
の
家
臣
団
に
ま

で
ド
賜
を
広
げ
な
か
っ

た
。
正
親
町
天
皇
は
、
ド
賜
を
行
う
相
手
と
し
て
貞
勝
を
見
て
い
な

か

っ
た
。
貞
勝

へ
の
下
賜
は
、
御
所
修
理
の
慰
労
の
下
賜
と
し
て
行

わ
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

二
、
村
井
貞
勝

へ
の
下
賜

管
見
す
る
限
り
で
は
、
天
正
期
に
な
る
と
正
親
町
天
皇
か
ら
村
井
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貞
勝

へ
の
下
賜
は
、
十
四
回
行
わ
れ
て
い
る
。
貞
勝

へ
の
下
賜
を
、

下
賜
の
年

月
日

・
村
井
貞
勝
の
史
料
上
で
の
記
述

・
天
皇
の
使
者

・

下
賜
さ
れ
た
物
品

・
下
賜
の
理
由
に
分
け
て
整
理
し
た
の
が
表

一
で

あ
る
。

天
皇
の
使
者
は
天
正
五
年
三
月
十
四
日
に
遣
わ
さ
れ
た
広
橋
兼
勝

と
雅
朝
王

の
二
人
の
派
遣
を
除
け
ば
、
何
れ
も

一
人
の
公
家
が
遣
わ

さ
れ
て

い
る
。
広
橋
兼
勝
が
三
回
、
雅
朝
王
が
二
回
遣
わ
さ
れ
て
い

る
が
、
使
者
は
特
定
の
公
家
に
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
禁
裏
小
番
衆

を
中
心
に
、
多
く
の
公
家
が
遣
わ
さ
れ
た
。

下
賜
物
品
に
は
、
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
品
物
が
貞
勝
に
下
賜
さ
れ

た
こ
と
が
三
回
、
掛
袋
が
四
回
、
薫
物
が
二
回
、
金
欄

・
椴
子

・
青

き
巻
物
な
ど
衣
料
類
が
五
回
贈
ら
れ
て
い
る
。
天
正
三
年
、
下
賜
が

繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
献
上
品
が
下
賜
さ
れ
な
く
な
り
、

天
皇
自
作

の
香
類
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
貞
勝

へ
の
下
賜

の

重
要
度
が
増
し
、
下
賜
の
価
値
を
高
め
る
た
め
、
天
皇
は
品
物
を
選

ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
賜
の
物
品
は
、
単
品
で
贈
ら

れ
る
の
が
十
七
回
中
、
十
五
回
と
大
多
数
を
占
め
て
い
た
。
下
賜
物

品
に
は
、
天
皇
が
自
ら
調
合
し
た
掛
袋

・
薫
物
と
天
皇
の
所
持
す
る

　　

衣

料

類

を

中
心

に

、

一
つ

の
品

物

が

贈

ら

れ

た

。

　
　

　

元
亀
四
年
七
月
十
九
日
、
足
利
義
昭
は
京
都
か
ら
退
い
た
。
天
正

に
改
元
さ
れ
る
と
、
義
昭
へ
の
下
賜
は
な
く
な
り
、
信
長

へ
の
下
賜

が
、
急
激
に
増
加
し
た
。
天
皇
は
織
田
政
権
と
の
関
係
の
緊
密
化
を

急
ぎ
、
下
賜
を
集
中
さ
せ
た
。
『信
長
公
記
』
天
正
元
年
七
月
二
十

一
日
条
に
は
、
「
天
下
所
司
代
村
井
長
門
守
被
仰
付
、
致
在
洛
、
諸

色
被
申
付
、
面
目
之
至
也
」
と
あ
り
、
村
井
貞
勝
は
信
長
か
ら

「天

　
れ

　

下
所
司
代
」
に
任
命
さ
れ
た
。
『御
湯
殿
上

日
記
』
天
正
元
年
九
月

　

　

も

も

　

ダ

れ

　

　

な

ヶ

　

十

四

日

条

に

は

、

「
め

う

し

ん

し

よ

り

松

の
お

り

と

し

く

の

こ

と

　

あ

る

　

　

れ

れ

　

　

わ

　

く
ま

い
る
、
む
ら

い
に
つ
か
わ
さ
る

・
」
と
あ
る
。
正
親
町
天
皇
は
、

妙
心
寺
か
ら
贈
ら
れ
た
松
の
折
を
村
井
貞
勝

に
下
賜
し
た
。
天
皇
は
、

天
正
元
年
九
月
か
ら
、
下
賜
の
相
手
と
し
て
貞
勝
を
加
え
た
。
貞
勝

の

「
天
下
所
司
代
」
就
任
と
貞
勝

へ
の
下
賜

の
再
開
は
合
致
す
る
。

天
正
元
年
、
貞
勝
が
京
都
の
統
治
に
お
い
て
信
長
か
ら
権
限
が
与
え

ら
れ
、
天
皇
が
貞
勝
に
下
賜
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

下
賜
は
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
正
期
以
降
、
京
都
を
単
独
で
統
治
し
た
信
長
は
、
引
き
続
き
恒

常
的
に
在
京
し
な
か

っ
た
。
貞
勝
が

「
天
下
所
司
代
」
に
任
命
さ
れ
、

信
長
に
代
わ
り
、
京
都
を
実
際
に
統
治
し
た
。
貞
勝

へ
の
下
賜
は
、

臨
時
で
単
発
の
下
賜
で
は
な
く
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
事
に
特
徴
が

あ
る
。
武
家
政
権
の
特
定
の
家
臣
に
下
賜
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
貞
勝

へ
の
下
賜
か
ら
で
あ
る
。
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表1村 井貞勝 と専次への一ド賜 一一覧

下賜年月日 史料記述 天皇の使者 下賜物品 下賜理由(注 記)

元亀元年四月二十七日 村井 r色 一二荷 (村井と日乗二人に下賜)

元亀元年五月八日 村井 万里小路惟房 椴子 禁裏修理の骨折り

元亀元年六月二十四日 村井 武家よりの

大和瓜

(村井と日乗二人に下賜)

天正元年九月十四日 村井 妙心寺より

の松の折

天 正 元 年 十 一一月十 四 日 村井民部

貞勝

長橋の局 椴予 信長より献上の使いの

慰労

天正三年五月十四日 村井 正親町実彦 梅の輪の

掛袋

天正三年七月十六日 村井 兵衛守進上

の灯籠

鳥兜の緒

(十五 日夜、灯籠を見に

伺候)

天正四年六月二十一 日 村井長門 勧修寺晴右 掛袋二十

天正五年正月十 日 村井 中院通勝
一三色二荷

天正五年三月十四日 村井 広橋兼勝

雅朝王

慢

台の物 卜荷

天正七年四月十八 日 村井 雅朝王 掛袋二十 (皆透袋ばかり也)

天正七年五月三日 村井 金欄 一反 小御所の築地、

その他小御所

出来てめでたし

天正七年七月十二 日 村井 広橋兼勝 板の物十反 十』… 日、 にわ か に拒 え る

二 の 対 出来 て 外 移 りあ り

天正七年九月十四日 村井 宮の御方の

御ちの人

青き巻物

…反

(山国の事礼に、

信長に勅書、唐錦、

疋十帖遣わす)

天正八年四月三日 村井入道 藤中納言 掛袋二十 議定所の築地のこと

ついでに仰せらるる

天正八年七月二日 村井 葉室長頼' 掛袋二十 留守とて帰る

天正八年

十二月二十八日

村井専次 薫物五貝

天正九年正月九日 春長軒 広橋兼勝 薫物五貝 村井に安土のこと談合

(記述は全て 『御湯殿」二日記』による)
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天
正
三
年
、
貞
勝
が
単
独

で
京
都
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

下
賜
は
不
定
期
で
恣
意
的
な
が
ら
繰
り
返
さ
れ
た
。
久
野
氏
は

「村

井
貞
勝
発
給
文
書
の
基
礎
的
考
察
」
で
、
「織
田
政
権
の
京
都
支
配

は
、
上
洛
後
直
ち
に
貞
勝
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
政
治
状

況
に
応
じ
て
、
次
第
に
段
階
を
お

っ
て
単
独
に
よ
る
政
治
に
移
行
さ

れ
た
。
天
正
三
年
、
明
智
光
秀
が
丹
波
計
略

の
た
め
京
都
を
離
れ
、

天
正
四
年

、
貞
勝
に
よ
る
単
独
政
治
が
行
わ
れ
た
」
と
整
理
し
て
い

　
　

ゾ

る
。
貞
勝
と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
必
要
が
あ

っ
た
天
皇
は
、
そ
の

方
法
と
し

て
下
賜
を
利
用
し
た
。
献
上
の
御
礼
と
し
て
下
賜
が
行
わ

れ
る
だ
け

で
な
く
、
下
賜
が
単
独
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
公

家
は
、
貞
勝

へ
の
参
礼
を
天
正
四
年
正
月
か
ら
始
め
、
以
後
、
天
正

　ゆ

十
年
ま
で
続
け
た
。
天
正
三
年
、
明
智
光
秀
が
京
都
を
離
れ
、
貞
勝

に
よ
る
単
独
政
治
が
行
わ
れ
る
の
を
機
に
、
貞
勝

へ
の
下
賜
は
、
重

要
度
を
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
勝

へ
の
下
賜
は
増
加
し
、
公
家

の
参
礼
が
始
ま
り
、
以
後
繰
り
返
さ
れ
た
。
天
皇
は
、
織
田
政
権
の

京
都
統
治

の
動
向
に
連
動
し
て
、
下
賜
を
行

っ
て
い
た
。

『御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
八
年
四
月
二
日
条

に
は
、
「
に
は
か
に

　

わ

れ

　

へ

　
ハ

せ

　

　
ム
ロ
わ

せ

　

む
ら
井
所

へ
の
か
け
ふ
く
ろ
あ
は
せ
ら
る

・
」
と
あ
る
。
正
親
町
天

皇
は
、
突

然
、
貞
勝

へ
贈
る
掛
袋
の
調
合
を
行

っ
た
。
四
月
三
日
条

　

　

が

　

　

ま

　

に

は

、

「
む

ら

井

入

道

所

へ
藤

中

納

言

し

て

、

か

け

ふ

く

ろ

廿

　

　

わ

　

　

　

ん
ぬ

ゆ

へ

　

　

　

　

　

　

せ

　

つ
か
は
さ
る

・
、
き
ち
や
う
所
の
つ
い
ち
の
事
つ
い
て
に
お
ほ
せ
ら

る

・
」
と
あ
る
。
正
親
町
天
皇
は
、
「藤
中

納
言
」
を
派
遣
し
て
、

掛
袋
二
十
を
村
井
貞
勝

へ
贈

っ
た
。
こ
の
時

つ
い
で
に
、
議
定
所
の

築
地
の
事
を
貞
勝
に
依
頼
し
た
。
天
皇
は
、
御
所
修
理
を
自
ら
だ
け

で
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
貞
勝
へ
掛
袋
二
十
を
贈
り
、
議
定
所
の
築

地
の
修
理
を
依
頼
し
た
。
貞
勝
と
の
関
係
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
御

所
修
理
、
御
所
警
護
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
、
朝
廷
の
現
状
で
あ

っ

た
。谷
口
克
広
氏
の
労
作
に
よ
り
、
現
在
、
織
田
政
権
の
家
臣
団
の
全

　
　

へ

体
像
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
織
田
政
権
の
家
臣
団
で
は
、

貞
勝
だ
け
で
な
く
、
明
智
光
秀
、
矢
部
家
定

に
も
下
賜
が
行
わ
れ
た
。

天
正
三
年
二
月
六
日
、
信
長
か
ら
鶴
十
羽
が
献
上
さ
れ
た
。
村
井

・

明
智

・
矢
部
が
使
者
と
し
て
、
天
皇
に
鶴
を
献
上
し
た
。
天
皇
は
、

お

献
上
の
使
者

の
慰
労
と
し
て
家
定
に
金
欄
を
下
賜
し
た
。
『御
湯
殿

上
日
記
』
天
正
七
年
七
月
二
十

四
日
条

に
は
、
「
山
國
の
事

に
、

　
り

　

　

　
ほ
ノ

　

　

　

　

　

れ

　

　

ウ
　
　

わ

　

あ
け
ち
所

へ
む
ま
、
よ
ろ
い
と
、
か
け
ふ
く

ろ
廿
と

つ
か
は
す
」
と

あ
る
。
山
国
荘
の
直
務
支
配
回
復
を
依
頼
す

る
た
め
、
天
皇
は
明
智

光
秀
に
馬
、
鎧
と
掛
袋
二
十
を
遣
わ
し
た
。
家
定
と
光
秀

へ
の
下
賜

は
、
単
発
で
臨
時
の
下
賜
で
あ
る
。
織
田
政
権
の
家
臣
団
の
中
で
下

賜
が
行
わ
れ
た
の
は
、
朝
廷
と
関
係
す
る
少
数

の
も

の
で
あ
り
、
下

35一



賜
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
は
、
村
井
貞
勝
だ
け
で
あ
る
。
天
皇
は
貞
勝

に
下
賜
を
繰
り
返
す
事
に
よ
り
、
貞
勝
と
織
田
政
権

の
他

の
家
臣
と

の
差
違
を
示
し
た
。

信
長
か

ら
の
献
上
の
使
者
、
御
所
の
敬言
護
、
修
理
な
ど
、
朝
廷
と

の
交
渉

に
お

い
て
実
務
的
な
こ
と
は
、
貞
勝
が
担
当
し
て
行

っ
た
。

天
皇
は
信
長
だ
け
で
な
く
、
貞
勝
と
も
円
滑
な
関
係
を
維
持
す
る
必

要
が
あ

っ
た
。
天
皇
側
か
ら
見
れ
ば
、
織
旧
政
権
に
お
い
て
関
係
を

緊
密
に
す

る
必
要
が
あ

っ
た
の
は
、
信
長
と
貞
勝
と

い
う
限
ら
れ
た

者
だ
け
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
下
賜
は
信
長
と
貞
勝
に
集
中
し
た
。

御
料
の
回
復
、
御
所
修
理
、
警
護
は
、
朝
廷
の
自
力
だ
け
で
出
来
ず
、

信
長
側
の
援
助
に
よ
り
実
現
し
た
。
朝
廷
か
ら
信
長
側
に
要
件
を
依

頼
す
る
た

め
に
は
、
事
前

に
交
渉
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
下
賜

は
行
わ
れ
た
。
天
皇
は
多
く
な
い
朝
廷
財
政
の
中
か
ら
、
相
手
を
絞

り
下
賜
を
繰
り
返
し
た
。

戦
国
期
、
下
賜
は
将
軍
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
将
軍

へ
の
下
賜
は
、

武
家
政
権

の
当
主

へ
行
わ
れ
る
下
賜
と
、
京
都
を
統
治
し
て
い
る
者

へ
の
下
賜
と
い
う
二
つ
の
性
格
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
将
軍
が
京

都
を
離
れ
た
と
き
、
将
軍
に
代
わ
り
実
際
に
京
都
を
統
治
し
た
者
に

下
賜
が
行

わ
れ
た
。
信
長
入
京
ま
で
、
京
都

の
統
治
は
不
安
定
で
あ

り
、
京
都

の
現
実
の
統
治
者

へ
の
下
賜
は
、
単
発
の
下
賜
で
あ

っ
た
。

信
長
入
京
後
、
京
都
に
は
将
軍
と
信
長
の
二
つ
の
政
権
が
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
下
賜
は
足
利
義
昭
と
織
田
信
長
に
行
わ
れ
た
。
元
亀
四

年
七
月
、
義
昭
が
京
都
を
離
れ
る
と
、
下
賜

は
信
長
に
集
中
し
た
。

貞
勝
が

「天
下
所
司
代
」
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
と
、
村
井
貞
勝
へ
の

下
賜
が
新
た
に
成
立
し
た
。
戦
国
期
の
将
軍

へ
の
下
賜
は
、
武
家
政

権
の
当
主
で
あ
る
信
長

へ
の
下
賜
と
京
都
を

現
実
に
統
治
す
る
貞
勝

へ
の
下
賜
に
分
か
れ
た
。
貞
勝
へ
の
下
賜
は
、
戦
国
期
実
際
に
京
都

を
統
治
し
て
い
た
者
に
ド
賜
を
続
け
て
い
た
延
長
線
上
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
貞
勝
に
よ
る
京
都
の
統
治
が
安
定
す
る
と
、
下
賜
は
繰
り

返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
、
前
田
玄
以
へ
の
下
賜

天
正
十
年
六
月
二
日
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
と
貞
勝
が
殺
さ
れ
た

あ
　

後
、
天
皇
は
す
ぐ
に
明
智
光
秀
に
下
賜
を
行

っ
た
。
山
崎
の
戦

い
で

光
秀
が
討
た
れ
た
後
、
神
戸
信
孝
と
羽
柴
秀
吉
が
上
洛
し
て
く
る
と

へ
れ

の
報
を
得
た
天
皇
は
、
勧
修
寺
晴
豊
を
遣
わ

し
、
勝
利
を
賀
し
た
。

　
が

　

天
正
十

.
年
閏
正
月
十
五
日
、
秀
吉
は
安
土

か
ら
上
洛
し
た
。
『御

湯

殿

上

日

記

』

天

正

十

一
年

閏

正

月

十

六

日
条

に

は

、

ロ

　

　

　

ロ　

　

　

　

　

　

コ

み

　

　

　

　

　

ト

さ

　

「
は

し

は

ち

く

せ

ん

に
、

ひ
き

十

て
う

に
御

た

き

物

十

か

い
く

た

さ
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ハ
　

ゼ

を

　

ぬげ

　

　
　

　

　

　

　

　

る

、
、
く

わ
ん
し
ゆ
寺
し
ん
大
納
言
御

つ
か

い
」
と
あ
る
。
正
親
町

天
皇
は
、
勧
修
寺
晴
豊
を
遣
わ
し
、
上
洛
し
た
秀
吉
と

の
関
係
を
深

め
る
た
め
、
疋
十
帖
と
薫
物
十
貝
を
下
賜
し
た
。

　　

『御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十

一
年
六
月
十
日
条
に
は
、

(

筑

、剛

}

〔

京

を

知

り

候

者

　

【
玄

以

)

ち

く

せ

ん

申

つ
け

き

や
う

を

し

り

候

物

と

て
、

け

ん

に

と

申

'
者

)

　

巻

物

}

(

ト

さ

ノ

〔

御

使

}

〔

勧

修

芋

晴

曲
w

)

物

に

ま

き

も

の

く

た

さ

る

・
、

御

つ
か

い
く

わ

ん

し

ゆ

寺

　

　

　

ド

ぷ

し

ナ

　

し
ん
大
納
言
と
の
、
か
た
し
け
な
き
よ
し
申

文
中
の

「け
ん
に
」
は
、
前
田
玄
以
と
考
え
ら
れ
る
。
『言
経
卿

　
　

　

記
』
と

『兼
見
卿
記
』

に
は

「玄
二
」
の
記
述
が
散
見
す
る
。
「玄

二
」
は
、

「半
夢
斎
玄
以
」
を
指
し
て
い
る
。
天
正
十

]
年
五
月
、

　
ね

　

玄
以
は

「京
都
奉
行
」
に
就
任
し
た
。
天
正
十

一
年
六
月
十
日
、
天

皇
は
勧
修
寺
晴
曲豆
を
遣
わ
し
、
巻
物
を
玄
以
に
下
賜
し
た
。
天
皇
は
、

秀
吉
が
申

し
付
け
、
京
都
を
知
る
者
と
し
て
前
田
玄
以
が
新
た
に
京

都
の
統
治
者
に
置
か
れ
た
と
判
断
し
て
、
玄
以
に
始
め
て
下
賜
を
行

っ
た
。
天
正
十

一
年

の
下
賜
は
、
貞
勝
か
ら
玄
以

へ
と
下
賜
が
継
続

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
天
皇
は
、
玄
以
が

「京
都
奉
行
」

に
着
任
す

る
と
、
い
ち
早
く
動
い
た
。
貞
勝
と
の
関
係
を
、
玄
以
に

も
続
け
る

こ
と
を
狙

っ
た
天
皇
は
、
下
賜
を
行
う
事
に
よ
り
、
玄
以

と
の
関
係
を
構
築
す
る
事
を
図

っ
た
。
朝
廷
は
、
自
力
だ
け
で
自
ら

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
天
皇
は

政
情
に
無
関
心

で
は
い
ら
れ
ず
、
京
都
の
政
情
に
敏
感
に
反
応
し

た
。管

見
す
る
限
り
で
は
、
天
皇
か
ら
前
田
玄
以

へ
の
下
賜
は
、
十

一

回
行
わ
れ
て
い
る
。
玄
以
人
の
下
賜
を
、
下
賜
の
年
月
日

・
前
田
玄

以
の
史
料
上
で
の
記
述

・
天
皇
の
使
者

・
下
賜
さ
れ
た
物
品

・
下
賜

の
理
由
に
分
け
て
整
理
し
た
の
が
、
表
二
で
あ
る
。

天
皇
の
使
者
に
は
、
天
正
十

一
年
の
最
初

の
下
賜
か
ら

一
貫
し
て
、

ヘゼ

勧
修
寺
晴
豊
が

一
人
遣
わ
さ
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
天
正
十
六
年

の
下
賜
は
、
勧
修
寺
晴
豊

一
人
で
は
な
く
、
菊
亭
晴
季

・
中
山
親
綱

を
含
め
た

「三
伝
奏
」
が
遣
わ
さ
れ
た
。
管
見
す
る
限
り
に
お
い
て
、

晴
曲豆
と
中
山
親
綱
の
二
人
が
遣
わ
さ
れ
た
の
は
、
天
正
十
七
年
十
月

十
二
日
、
秀
吉
と
玄
以
の
二
人
に
、
薫
物
が
贈
ら
れ
た
時
の
下
賜
だ

け
で
あ
る
。
玄
以

へ
の
下
賜
に
、
菊
亭
晴
季
が
遣
わ
さ
れ
る
事
は
、

天
正
十
六
年

の
下
賜
以
外
見
ら
れ
な
い
。

十

一
回
の
下
賜
の
内
、
八
回
の
下
賜
が
単
品
で
あ
り
、
下
賜
の
物

品
は
単
品
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
下
賜
物
品
は
、
天
皇
が
自
ら
調
合

し
た
薫
物

・
掛
袋

・
匂
い
袋
等
の
香
類
と
天
皇
が
着
た
服
、
天
皇
が

持

つ
椴
子

・
金
欄
な
ど
衣
服
類
が
多

い
。
貞
勝

へ
の
下
賜
に
続

い
て
、

天
皇
が
調
合
し
た
香
類
と
天
皇
が
持
つ
衣
料

類
が
贈
ら
れ
た
。
天
正

十
六
年
の
下
賜
に
は
、
服
二
重
、
金
欄
三
巻

、
沈
香
五
斤
、
馬
、
太
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表2前 田玄以への下賜一覧

下賜年月日 史料記述 天皇の使者 下賜物品 下賜理由

天正十…年六月十日 けんに 勧修寺晴豊 巻物 筑前申しつけ京を

知 り候者 とて

天正十四年七月三日 玄以 上の御倉よりの 南の大工の奉行

年々の瓜 玄以に賜 う

天正十五年八月四日 法印 勧修寺晴豊 椴子二巻

天正十六年 法印 菊亭晴季 服 三重 、

四月二 至六日 勧修寺晴豊 金欄三巻、

中山親綱 沈 五斤 、

馬 、太 刀

天正十六年閏六月四日 法印 掛袋

天正十七年十月十二日 法印 勧修寺晴豊 薫物小 さき貝 (秀吉へ絵を目張 り

中山親綱 二十貝 て大きなる貝三貝

参る)

天正十八年八月二十日 常の御所 勧修寺晴豊 薄様に包まれた

の奉行 薫物十貝、

民部法印 樽五色五荷

天正十九年二月十八 日 法印 勧修寺晴葺 服一重、馬太刀 移徒の御礼、

馬代銀子十枚 万事肝煎申す

慶長三年二月二十三日 徳善院 伝奏 大覚寺から御殿 徳善院肝煎にて

建設の合力とて

献上された白銀

百枚

慶長四年四月十四日 徳善院 薫衣香二十

慶長五年五月十日 徳善院 勧修寺光豊 匂い袋二十 秀 頼 、 淀 君 、家 康 、

(は くす り) 輝 元、秀家へ

御見舞い

(天正 卜八年と十九年の下賜は 『晴豊公記』に記されている。

他の記述は 『御湯殿上日記』による)
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刀
が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
天
正
十
九
年

の
下
賜
物
品
で
あ
る
服

一
重
、

馬
太
刀
、
馬
代
と
し
て
の
銀
子
十
枚
を
も
質
量
共
に
凌
駕
す
る
、
最

も
豪
華
で
大
量
の
下
賜
で
あ
る
。

次

に
、
史
料
か
ら
下
賜
の
理
由
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
を
抜
き

出
し
、
検
討
す
る
。

『御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
八
年
八
月
二
十
日
条
に
は
、

　

を

　

ら

を

も

へ

　

ハ

　　

　

　

　

つ

ね

の

御

所

の

ふ

き

や

う

み

ん

ふ

ほ

う

ゐ

ん

に

、

　

　

　
レ

ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

の
ヘ

マ

く
わ

ん
し
ゆ
寺
大
納
言
御

つ
か
い
に
て
、
御
た
き
物
十
か

い

　

　

　

に

せ

み

　

　

　

　

ヘ

ハ

ん　

ハ

せ

　

う

す

や

う

に

つ

・
み

て

、

御

た

る

五

か

う

五

か

下

さ

る

・
、

　

ぶ

な

き

　

か

た

し

け

な

き

よ

し
申

さ

る

・

　ぢ

『晴
曲豆
公
記
』
天
正
十
八
年
八
月
二
十
日
条
に
は
、

　

ばけ

な

け

ガ

り

　

禁
裏

ヨ
リ
民
部
卿
法
印
御
さ
う
さ
く
ほ
ね
お
り
と
て
、
勅
作
大

　

　

　

に

せ

ま

れ

　

貝

一
う
す
や
う
に
つ
・
ま
れ
、
五
色
五
か
下
候

天
正
十

八
年
の
下
賜
は
、
「常

の
御
所
の
奉
行
」
で
あ
る
玄
以

に

行
わ
れ
た
。
勧
修
寺
晴
豊
が
遣
わ
さ
れ
、
薄
様
に
包
ま
れ
た
薫
物
と

五
色
五
荷

が
下
賜
さ
れ
た
。
玄
以
は
下
賜
に
対
し
御
礼
を
申
し
上
げ

た
。
『晴

豊
公
記
』
に
は

「御
さ
う
さ
く
ほ
ね
お
り
と
て
」
と
あ
る
。

「
さ
う
さ
く
」
は
、
「木
工
寮
の
唐
名
、
城
郭
宮
室
の
造
営
を
掌
ど

つ

　
　

　

た
将
作
監

」
、
「ほ
ね
お
り
」
は
、
「労
力
に
対
す
る
報
酬
」
の
事

で

あ
る
。
下
賜
は
、
御
所
の
大
規
模
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
、
修

理
の
慰
労
と
し
て
行
わ
れ
た
。

『晴
曲豆
公
記
』
天
正
十
九
年
二
月
十
八
日
条
に
は
、

　

　

だ

　

へ

　

　

法
印
江
わ
た
ま
し
の
御
礼
、
萬
事
き
も
入
申
問
、
禁
裏
御
服

一

重
、
御
馬
太
刀
、
馬
代
銀
子
十
ま
い
も
た
せ
、
予
御
使
参
候
也

天
正
十
九
年
の
下
賜
で
は
、
勧
修
寺
晴
豊
が
遣
わ
さ
れ
、
服

一
重
、

馬
太
刀
、
馬
代
と
し
て
の
銀
子
十
枚
が
下
賜

さ
れ
た
。
天
正
十
九
年

の
下
賜
は
、

一
つ
の
品
物
が
下
賜
さ
れ
る
通
常
の
下
賜
物
品
と
比
較

す
る
と
礼
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
下
賜
の
理
由
と
し
て
は
、
「移
徒

の
御
礼
、
万
事
き
も
入
申
問
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
「き
も
入
」
は

「肝
を
煎
る
」
則
ち

「心
遣

い
を
す
る
」
か
ら
、
「あ
れ
こ
れ
世
話
を

　
お

　

す

る
」

の
意

味

が

あ

る

。

『
日
葡

辞

書

』

に
は

、

「
熱

心

で
良

く

世
話

を

す

る
人

」

と

あ

る
。

　や

天
正
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
、
御
所
の
修
理
が
終
わ
り
、
十
二

ヘゼ

月
二
十
六
日
夜
、
仮
屋
か
ら
本
殿

へ
の
移
徒
が
行
わ
れ
た
。
玄
以
は
、

移
徒
の
儀
式
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
玄
以
と
移
徒
の
関
係
は
、
移

徒
の
準
備
段
階
に
見
ら
れ
る
。
移
徒
の
準
備
は
、
天
正
十
八
年
十
二

月
の

一
カ
月
間
で
行
わ
れ
た
。
移
徒
の
準
備
は
、
玄
以
と

「
三
伝
奏
」

　ぜ

が

「談
合
」
を
繰
り
返
し
、
四
人
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
移
徒
が
行

わ
れ
る
ま
で
、
玄
以
が
準
備
、
費
用
負
担
な
ど
全
て
の
事
で
熱
心
に

良
く
世
話
を
し
た
の
で
、
御
礼
と
し
て
下
賜
が
行
わ
れ
た
。

一39一



慶
長
三
年
の
下
賜
は
、
『御
湯
殿
上
日
記
』
慶
長
三
年
二
月
二
十

　
た

せ

む

　

　

　

ノ

ひ

カ

三
日
条
に
、
「大
か
く
寺
殿
御
て
ん
た
て
ら
れ
候
御
か
う
り
よ
く
と

の

　

　

　

ち

ら

り
　

　

　

ゼ

み

れ

モ

リ

ぬ

て
、
し

ろ
か

ね

百

枚

ま

い
ら

せ
候

、
と

く

せ

ん

い
ん

き

も

い
り

に

て
、

　

ぽ

み

　

れ

り

　

し

　

　

し

　

て
ん
そ
う
と
り

い
た
し
て
御
わ
た
し
あ
り
」
と
あ
る
。
大
覚
寺
が
再

建
さ
れ
、
御
殿
が
建
て
ら
れ
た
事
に
対
し
て
、
大
覚
寺
門
跡
か
ら
合

力
と
し
て
、
白
銀
百
枚
が
献
上
さ
れ
た
。
大
覚
寺
か
ら
献
上
さ
れ
た

白
銀
は
、
大
覚
寺
再
建
の
肝
煎
と
し
て
、
「伝
奏
」
を
通
じ
、
玄
以

に
下
賜
さ
れ
た
。

　
ゆ

曲
豆
臣

政

権

へ
の

下

賜

は

、
秀

吉

、
秀

吉

の

一
族

、
「
武

家

清

華

家
」
、

前

田
玄

以

を

中

心

に
展

開

さ

れ

た

。

玄

以

は

、
秀

吉

に
よ

っ
て
創

出
へ
　

さ
れ
た
武
家
官
位
制
に
お

い
て
、
公
家
成

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

な

ド
　

ギ

　

　

『
晴

豊

公

記

』

天

正

十

八

年

二
月

十

三

日
条

に
は

、

「
あ

さ

の
た

い
正

所

へ
諸

事

代

存

候

ヨ
ーー
、

禁

裏

ヨ
リ
勅

作

ー
貝
被

遣

候

、

勅

使
余

、

院

ヨ

　

が

リ
同
前
二
勅
使
菊
亭
也
、
さ
か
月
出
候
也
」
と
あ
る
。
浅
野
長
政

へ

の
下
賜
は
、
管
見
す
る
限
り
、
こ
の

]
度
だ
け
で
あ
る
。
公
家
成

の

者
で
、
下
賜
が
行
わ
れ
た
の
は
限
ら
れ
た
者
だ
け
で
あ
り
、
長
政
へ

の
下
賜
は
、
長
政
が

一
時

「所
司
代
」
を
任
さ
れ
た
時
だ
け
で
あ

っ

　
み

　

た
。
秀
吉

の
上
洛
命
令
に
大
名
が
従

い
、
服
属
の
意
を
示
し
上
洛
し

た
。
上
洛

し
た
大
名
は
、
秀
吉
の
推
挙
に
よ
り
官
位
授
与
さ
れ
、
官

　
お

　

位
授
与

の
御
礼
に
参
内
し
て
、
天
皇
に
物
品
を
献
上
し
た
。
天
皇
は
、

献
上
を
行

っ
た
多
く
の
武
家
に
対
し
、
広
範
囲
に
下
賜
を
行

っ
て
い

な

い
。
下
賜

の
相
手
は
、
織
田
政
権
期
に
比

べ
拡
大
し
た
が
、
豊
臣

政
権
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
天
皇
が
必
要
と
す

る
少
数
の
者
だ
け
が
選

別
さ
れ
た
。

『御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年
四
月
二
十
六
日
条
に
は
、

　

ぽ

　

　

　

ネ

　

ム　

が

な

ほ

う

ゐ

ん

へ
御

ふ

く

二

か

さ

ね

、

き

ん

ら

ん

三

ま

き

、

え

ム

ア

　

ロ
ノ

ゴ

　
な

ガ

ト

レも　

　

　

　

　

ち

ん

五

き

ん

、

御

む

ま

、

た

ち

く

た

さ

る

・
、

御

つ

か

い

　

けお

マ

　

ゆ

　

も

る

な

き

き

く

て

い
、

く

は

ん

し

ゆ
寺

、

中
山

也

、

か

た

し

け
な

き

よ

し

申『御

湯

殿

上

日

記

』

天

正
十

六
年

四
月

二
十

七

日
条

に
は

、

ゑ

な

き

　

ぽ

ゆ

ヒ

昨
日
は
色
く

か
た
し
け
な
き
よ
し
申

て
、
ほ
う
ゐ
ん
昨
日
の

　

　

　

ず

　

ル

　

御
つ
か
い
し
て
御
れ
い
申
上
候

天
正
十
六
年
四
月
二
十
六
日
、
後
陽
成

天
皇
は
、
「法
印
」
で
あ

る
前
田
玄
以

へ
、
服
二
重
、
金
欄
三
巻
、
沈
香
五
斤
、
馬
、
太
刀
を

下
賜
し
た
。
使
者
に
は
、
菊
亭
晴
季

・
勧
修
寺
晴
曲豆
・
中
山
親
綱
が

遣
わ
さ
れ
た
。
玄
以
は
、
下
賜
に
対
し
て
御
礼
を
申
し
た
。
二
十
七

日
、
玄
以
は
昨
日
派
遣
さ
れ
た

「御
使
」
を
通
じ
て
、
再
び
御
礼
を

申
し
上
げ
た
。
表
二
を
見
れ
ば
、
天
正
十
六
年
の
下
賜
は
、
玄
以

へ

の
下
賜
の
中
で
最
も
礼
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の

『正
親
町
天
皇
衰
記
』
「禁
中
雑
事
恒
例
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臨
時
」
を
参
照
す
れ
ば
、
四
月
二
十
六
日
は
、
年
中
行
事
が
行
わ
れ

る
日
時
で
は
な
い
。
ま
た
他
の
下
賜
も
、
年
中
行
事
を
理
由
に
行
わ

れ
て
い
な

い
。
天
正
十
六
年
の
下
賜
は
、
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
年
中
行
事
と
し
て
決
め
ら
れ
た
日
時
以
外
に
行

わ
れ
た
贈

与
に
は
、
通
常
の
贈
与
以
上
の
意
義
が
付
加
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。

天
正
十
六
年
四
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
五
日
間
、

後
陽
成
天
皇
は
、
豊
臣
秀
吉
が
京
都
、
内
野
に
建
設
し
た
聚
楽
亭
に

　
お

　

行
幸
を
行

っ
た
。
天
正
十
六
年
の
下
賜
は
、
聚
楽
亭
行
幸

の
八
日
後

に
行
な
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聚
楽
亭
行
幸
と
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
陽
成

天
皇
が
還
幸
し
た
翌
日
の
四
月
十
九
日
、
北
政
所
が
従

一

　
あ

　

位
に
、
曲
豆
臣
秀
次
が
従
二
位

に
叙
位
さ
れ
た
。
聚
楽
亭
行
幸

の
前
後

に
行
わ
れ
た
武
家
邸
行
幸
に
お
い
て
、
行
幸
の
主
催
者
は
、
天
皇
が

還
幸
し
た
後
日
、
行
幸

の
御
礼
の
参
内
を
行

い
、
物
品
を
献
上
し
て

　
お

　

い
る
。
し
か
し
聚
楽
亭
行
幸
の
後
、
行
幸

の
主
催
者
で
あ
る
秀
吉
は
、

御
礼
の
参
内
を
行

っ
て
い
な

い
。
秀
吉
は
御
礼
の
参
内
の
代
わ
り
に
、

祝
詞
と
し

て
行
幸
を
祝

っ
た
和
歌
三
首
を
作

っ
た
。
「式
部
卿
法
印

長
諸
」
の
楠
正
虎
に
命
じ
て
、
和
歌
を
短
冊
三
枚
に
書
か
せ
、
松

の

枝
に
む
す
び

つ
け
、
後
陽
成
天
皇
と
正
親
町
上
皇
に
贈

っ
た
。
こ
の

時
秀
吉
か
ら
菊
亭
晴
季

・
勧
修
寺
晴
曲豆
・
中
山
親
綱
宛
に
、
添
状
が

遣
わ
さ
れ
た
。

九
条
家
が
所
蔵
を
続
け
、
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る

『聚
楽
行

　　

幸
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
度

行
幸
添
次
第
、
即
令
参

内
難

可
申

上
候
、
先
為
祝
詞
、
此
三
首
進
上
候
、
宜
預
披
露
候
、

仙
洞
へも
被
懸
御
目
可
然
候
者
、
取
成
専

一
候
也
、
謹
言

四
月
廿
日

菊
亭
殿

勧
修
寺
殿

中
山
殿

ノ
カ

イ

長
諸
御
使
に
て
伝
奏
へ
致
持
参
也

『
御

湯
殿

上

日
記
』

関

白

}

r

歌

参

る

御
料

天

正

十

六

年

四

月

二

十

日

条

に

は

、

「
く

わ

ん

は

く

殿

よ

り

御

う

た

ま

い
る

」

と

あ

り

、

和

歌

は

秀

吉

か

ら

天
皇

に

届

け

ら

れ

た

。

院

に

も

、

菊

亭

晴
季

・
勧
修

寺

晴

曲
豆

・
中

　
れ

　

山

親

綱

が

、
和

歌

三
首

を

持

参

し
た

。
秀

吉

と

天
皇

、
院

と

の
問

で
、

「
三

伝

奏

」

が

使

者

と

な

り

、

和

歌

の
贈

答

が

行

わ

れ

た

。

秀

吉

は

、

四
月

二
十

一
日

、
鷹

狩

り

を

行

い
、

四

月

二

十

五

日

、
大

坂

に

下
向

へ　

し
た
。

下
賜
は
、
行
幸
を
主
催
し
た
秀
吉
で
は
な
く
、
玄
以
に
行
わ
れ
た
。

玄
以
は
、
行
幸
で
行
わ
れ
た
五
日
間
の
行
事

に
直
接
参
加
し
て
い
な
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い
。
玄
以
と
行
幸
の
関
係
は
、
行
幸

の
準
備
段
階
に
見
ら
れ
る
。
行

幸
の
準
備

で
玄
以
が
果
た
し
た
役
割
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
つ
と

な
華

ω
事
前

に
公
家
か
ら
記
録
を
集
め
、
「
談
合
」

で
古
記
録
を
読
み
、

行
幸
の
先
例
を
調
査
し
た
。
⊃
二
伝
奏
」
の
菊
亭
晴
季

・
勧
修
寺

晴
豊

・
中
山
親
綱
と

「談
合
」
を
繰
り
返
し
、
行
幸
形
成
の
た
め

公
武
問

の
協
議
を
行

っ
た
。

ω
公
家

・
門
跡
に
行
幸
の
開
催
を
伝
え
、
準
備
料
の
下
行
を
行
う
な

ど
、
朝
廷
側
と
の
交
渉
を
行

っ
た
。

④
秀
吉
が
乗
る
牛
車
を
再
興
す
る
な
ど
、
行
幸
に
使
用
す
る
道
具
を

(
調
え
た
。

行
幸
の
費
用
は
、
秀
吉
側
が
負
担
し
た
。
実
際
に
費
用
を
朝
廷
側

に
渡
し
た

の
は
、
前
田
玄
以
で
あ

っ
た
。
行
幸
の
御
礼
を
具
体
的
に

見
て
い
け
ば
、
武
家
邸
行
幸
後
、
天
皇
が
行
幸
の
主
催
者
に
御
礼
の

下
賜
を
行
う
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
武
家
側
の
準
備
の
中
心
者
に
も

下
賜
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
天
正
十
六
年
の
下
賜
は
、
行
幸
の
御
礼

と
し
て
常

に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

聚
楽
亭
行
幸
の
二
日
目
、
秀
吉
は
京
中
地
子
銀
五
千
五
百
三
十
両

余
り
を
禁
裏
御
料
所
に
、
京
中
地
子
米
八
百
石
を
正
親
町
上
皇
と
智

仁
親
王
に
献
じ
た
。
諸
公
家
、
門
跡
に
は
、
近
江
国
高
島
郡
八
千
石

の
地
を
そ
れ
ぞ
れ
献
じ
た
。
秀
吉
が
財
政
的
援
助
を
行

っ
た
こ
と
に

よ
り
、
朝
廷
の
運
営
は
安
定
し
た
。
聚
楽
亭
行
幸
は
、
朝
廷
が
再
建

　
わ

　

さ
れ
る
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

行
幸
の
五
日
間
、
多
く
の
献
上
が
行
わ
れ
、
大
量
の
物
品
が
天
皇

に
集
ま

っ
た
。
天
正
十
六
年
の
聚
楽
亭
行
幸

に
よ
り
、
長
期
に
渡
り

中
絶
し
て
い
た
御
所
外
行
幸
は
再
興
さ
れ
た
。
行
幸
の
準
備
は
、
玄

以
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
た
。
天
正
十
六
年
の
下
賜
は
、
天
正
十

九
年

の
下
賜
と
慶
長
三
年

の
下
賜
の
理
由
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

「
肝
煎
」
の
御
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
天
正
十
九
年

の
下
賜
は
、
移
徒
で
の
万
事
肝
煎
の
御
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、

通
常
の
下
賜
よ
り
も
礼
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
天
正
十
六
年
の
下
賜

は
、
天
正
f
九
年
の
下
賜
を
も
凌
駕
す
る
最
も
礼
が
尽
く
さ
れ
た
下

賜
で
あ
る
。
後
陽
成
天
皇
は
、
行
幸
の
準
備

で
玄
以
が

「万
事
肝
煎

(全

て
の
こ
と
で
熱
心
に
良
く
世
話
を
し
た
人
)
」
で
あ

っ
た
の
で
、

御
礼
と
し
て
下
賜
を
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

行
幸
後
、
曲豆
臣
政
権
側
に
対
し
て
下
賜
が
行
わ
れ
た
の
は
、
前
田

玄
以

一
人
で
あ

っ
た
。
天
皇
は
、
玄
以
に
対
し
特
別
に
下
賜
を
行

い
、

玄
以
と
他
の
家
臣
と
の
差
違
を
明
確
に
示
し
た
。
天
皇
は
行
幸
で
の

献
上
に
よ
り
手
許
に
大
量
の
物
品
が
集
ま

っ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の

肝
煎
の
御
礼
と
以
後
の
継
続
し
た
援
助
を
得
る
た
め
、
玄
以
だ
け
に
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最
も
豪
華
で
大
量
の
下
賜
を
行
い
、
関
係
の
強
化
を
図

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
玄
以
は
、
最
も
礼
が
尽
く
さ
れ
た
下
賜
の
派
遣
に
対
し
て
、

二
十
六
日
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
翌
日
に
も
、
再
び
御
礼
を
申
し
上

げ
た
。

天
皇

が
武
家
側
に
望
ん
だ
の
は
、
朝
廷

の
再
建
と
朝
廷
儀
式
の
再

興
で
あ

っ
た
。
朝
廷
の
自
力
だ
け
で
朝
廷
儀
式
を
再
興
し
て
も
、
儀

　
　

　

式
を
継
続

し
て
行
う
事
が
出
来
な
か

っ
た
。
儀
式

の
継
続
に
は
武
家

側
の
援
助

が
必
要
で
あ

っ
た
。
聚
楽
亭
行
幸
と
豊
臣
政
権
の
関
係
は
、

朝
廷
儀
式
と
曲豆
臣
政
権
の
関
係
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
朝
廷
儀
式

　
ぽ

と
曲豆
臣
政
権
の
関
係
は
、
次

の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
曲豆
臣
政
権
が
関
係
す
る
朝
廷
儀
式

の
前
に
は
、
玄
以
と

「
三
伝
奏
」

を
中
心
と
し
た

「談
合
」
が
行
わ
れ
た
。
玄
以
と

「
三
伝
奏
」
が

事
前

に
集
ま
り
、
公
武
問
で
意
思
が
協
議
さ
れ
た
。

②

「三
伝
奏
」
の

]
人
で
あ
る
菊
亭
晴
季
が
上
卿
と
な
り
、
儀
式
運

営
の
中
心
と
な

っ
た
。
朝
廷
儀
式
の
執
行
に
、
武
家
は
参
加
し
な

か

っ
た
。
朝
廷
儀
式
は
先
例
に
従

い
、
公
家
が
行

っ
た
。

③
朝
廷
儀
式
の
費
用
は
、
玄
以
か
ら
直
接
、
又
は

「三
伝
奏
」
を
経

て
朝
廷
側
に
渡
さ
れ
た
。
儀
式
が
行
わ
れ
た
後
、
儀
式
の
費
用
額

が

「三
伝
奏
」
か
ら
玄
以
に
伝
え
ら
れ
、
直
接
ま
た
は

「三
伝
奏
」

を
通
じ
て
朝
廷
側
に
渡
さ
れ
た
。

『三
節
会
集
会
』
に
よ
れ
ば
、
三
節
会

は
天
正
六
年
に
単
年
な
が

　
　

　

ら
再
興
さ
れ
た
後
、
天
正
十
五
年
と
十
六
年
に
再
び
再
興
さ
れ
た
。

『
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
』
に
は
、
天
正
十
六
年
に
行
わ
れ
た
三
節

会
の
費
用
百
七
石
三
斗
は
、
禁
裏
御
倉
を
通
じ
て
三
節
会
に
参
加
し

　
お

　

た
役
人
衆
に
渡
す
事
を
玄
以
が
指
示
し
た
文
書
が
あ
る
。
三
節
会
は
、

公
家
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
が
、
儀
式
の
費
用
は
玄
以
が
援
助
し
た
。

織
田
政
権
の
村
井
貞
勝
に
続
き
、
曲豆
臣
政
権
で
も
在
京
し
て
、
秀

吉
の
代
理
と
し
て
朝
廷
と
の
実
務
交
渉
を
行
う
者
が
お
か
れ
た
。
秀

吉
か
ら
の
献
上
の
使
者
、
秀
吉
が
推
挙
し

て
任
官
さ
れ
る
官
位
の
執

奏
手
続
き
、
御
所
の
警
護
、
御
所
の
修
理
な
ど
は
、
前
田
玄
以
が
行

っ
た
。
豊
臣
政
権
と
朝
廷
と
の
日
常
的
交
渉
は
、
玄
以
と

「
三
伝
奏
」

の
菊
亭
晴
季

・
勧
修
寺
晴
曲豆
・
中
山
親
綱
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
曲豆
臣

期
に
再
建
さ
れ
始
め
た
朝
廷
の
運
営
に
、
玄
以
は
武
家
側
の
実
務
交

渉
者
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
玄
以
か
ら
の
援
助
を
必
要

と
し
た
天
皇
は
、
玄
以
に
下
賜
を
続
け
、
関
係
を
緊
密
に
す
る
こ
と

に
努
め
た
。
玄
以
へ
の
下
賜
は
、
天
皇

へ
の
肝
煎
の
御
礼
と
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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最
後
に

慶
長
三
年

の
秀
吉
死
後
も
、
朝
廷

へ
の
援
助
は
引
き
続
き
玄
以
が

　
　

　

担
当
し
た
。
天
皇
は
、
御
所

の
警
護
、
修
理
を
玄
以
に
依
頼
し
た
。

慶
長
四
年
と
五
年
に
も
、
玄
以

へ
の
下
賜
は
続
け
ら
れ
た
。
慶
長
五

年
五
月
十

日
、
後
陽
成
天
皇
は
御
見
舞
い
と
し
て
、
勧
修
寺
光
豊
を

大
坂
に
遣

わ
し
、
匂
い
袋
を
下
賜
し
た
。
慶
長
五
年
の
下
賜
は
、
秀

頼
、
淀
君

、
徳
川
家
康
、
毛
利
輝
元
、
宇
喜
田
秀
家
、
徳
善
院

(前

へ
れ

田
玄
以
)
に
行
わ
れ
た
。
下
賜
は
、
秀
吉
死
後
の
豊
臣
政
権
に
お
い

て
、
天
皇

が
下
賜
の
相
手
と
し
て
選
別
し
て
い
た
者
に
行
わ
れ
た
。

天
皇
は
秀
吉
死
後
も
、
玄
以
と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
必
要
が
あ

っ

た
。玄
以

へ
の
下
賜
は
、
天
皇
の
下
賜
政
策
に
組
み
込
ま
れ
、
板
倉
勝

　
　

重
に
も
下
賜
が
行
な
わ
れ
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
無
年
号
文
書

で
あ
る
が

、
「所
司
代

へ
下
賜
の
香
包
方
」
と

い
う
史
料
が
残
さ
れ

て
い
る
。

武
家
側

に
対
す
る
下
賜
は
、
常
時
参
仕
し
て
い
る
林示
裏
小
番
衆

へ

行
わ
れ
る
下
賜
と
異
な
り
、
財
の
再
配
分
と
し
て
行
わ
れ
て
い
な

い
。

朝
廷

の
再
建
と
朝
廷
儀
式
の
再
興
は
、

一
度
再
建
さ
れ
て
も
存
続
が

保
証
さ
れ

て
い
な

い
。
朝
廷
が
日
常
的
に
行

っ
て
い
た
公
武
問
の
交

流
は
、
自
身

の
存
続
の
た
め
で
も
あ
る
。
朝
廷
に
は
、
家
そ
れ
ぞ
れ

の
存
続
策
が
あ

っ
た
。

天
皇
は
下
賜
の
相
手
を
明
確
に
絞
り
、
意

図
的
に
下
賜
を
繰
り
返

す
事
に
よ
り
、
武
家
側
と
の
関
係
を
主
体
的

に
構
築
し
た
。
天
皇
は

京
都
の
政
治
状
況
に
合
わ
せ
、
京
都
を
実
際

に
統
治
す
る
者
に
下
賜

を
続
け
て
い
た
。
天
皇
は
朝
廷
を
支
援
す
る
信
長
と
秀
吉
に
下
賜
を

繰
り
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
に
お

い
て
朝
廷
と
の
実
務
的
交
渉
を

行

っ
た
貞
勝
と
玄
以
に
ま
で
下
賜
の
範
囲
を
広
げ
た
。
貞
勝
と
玄
以

と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た

め
、
貞
勝
と
玄
以

へ
の

下
賜
は
、
自
主
的
に
創
出
さ
れ
、
不
定
期
で
恣
意
的
な
が
ら
続
け
ら

れ
た
。

織
豊
期

の
公
武
間
の
日
常
的
関
係
は
、
貞
勝
と
玄
以
か
ら
の
援
助

と
貞
勝
と
玄
以

へ
の
下
賜
と
参
礼
が
合
わ
さ

っ
て
維
持
さ
れ
た
。
下

賜
を
用

い
、
織
田

・
曲豆
臣
政
権
と
の
関
係
の
強
化
を
図
り
、
共
生
関

係
を
築

い
た
天
皇
は
、
曲豆
臣
政
権
の
援
助
を
得
て
、
朝
廷
の
再
建
と

朝
廷
儀
式

の
再
興
を
始
め
た
。

註(
1
)
代
表

的
な
も

の
と

し
て
、
朝
尾
直

弘

「
幕
藩
制

と
天
皇
」

(
『
体
系

日

本

国
家
史
三

近
世
』

(東
京
大
学
出
版
会

、

一
九
七
五
)
所
収
。
後
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(
2

)

(
3

)

(
4

)

に

『
将
軍
権
力

の
創

出
』

(岩
波
書
店

、

一
九
九

四
)
所
収

)
が
挙
げ

ら
れ
る
。

近
年

の
主
な

研
究
と

し
て
は
、

三
鬼
清

一
郎

「
戦
国

・
近
世
初
期

の

天
皇

.
朝
廷

を
め
ぐ

っ
て
」

(『
歴
史

評
論
』

四
九

二
、

一
九
九

一
)
、

同

「
織
曲
豆
期

に
お

け
る
官
位

制
論
を

め
ぐ

っ
て
」

(
『歴
史

科
学
』

一

七

一
、

二
〇
〇

二
)
、
池
享

「
戦
国

・
織
曲豆
期

の
朝
廷
政

治
」

(
一
橋

大
学

『
経
済
学
研
究
』

三
三
、

一
九
九

二
)
、
同

「
天
皇
家

の
戦

国
克

服
」

(歴
史

科
学
協
議

会
編

『
歴
史

が
動
く
時
』

(青
木
書

店
、

二
〇

〇

一
)
所
収

な
ど
。

池

の

一
連

の
研
究

は
後

に

『
戦
国
織

豊
期

の
武

家
と

天
皇
』

(校
倉
書

房
、

二
〇

〇
三
)
に
収

め
ら
れ
た

)
、
藤

田
達

生

「豊

臣
政
権
と
天
皇
制
」

(『
歴
史
学
研
究
』

六
六
七
、

一
九
九

五
。

後

に

『
日
本

近
世
国
家

成
立
史

の
研
究
』

(校
倉

書
房
、

二
〇
〇

こ

所
収

)
、
堀
新

「
織

田
権
力
論

の
再
検
討
」

(
『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学

部
紀
要
』

四
四
、

一
九
九

八
)
、
同

「
織

田
信
長
と

武
家
官
位
」

(
『共

立
女
子
大
学

文
芸
学
部
紀
要
』

四
五
、

一
九
九
九

)
、
同

「
織
田
信
長

と
勅
命
講
和
」

(『
戦
争
と
平
和

の
中
近
世
史
』

(青
木

書
店
、

二
〇
〇

]
)
所
収
)
、
立
花
京

子

『信
長
権
力

と
朝
廷

』
第

二
版

(岩

田
書
院

、

二
〇
〇

二
)
、
橋

本
政
宣

『近

世
公
家
社
会

の
研
究
』

(吉

川
弘
文
舘
、

二
〇
〇
二
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

山

口
和
夫

「
統

一
政
権

の
成
立

と
朝
廷

の
近
世
化
」

(『
新

し

い
近
世

史

』

第

一
巻

「
国
家
と

秩
序

」

(
新
人

物
往

来
社

、

一
九

九
六

)
所

収

)
。

研
究

視
点

の
転
換

に

つ
い
て
は
、
堀

「
信
長

・
秀

吉

の
国
家
構

想
と

天
皇
」

(日
本

の
時

代
史
十

三

『
天
下
統

一
と
朝
鮮
侵
略

』

(吉

川
弘

(
5

)

(
6

)

(
7

)

(
8

)

(
9

)

(10

)

文
舘

、
二
〇
〇

三
)
所
収

)
が
ま
と
め

て
い
る
。

『
歴
史
学

事
典

』
第

一
巻

「交

換
と
消

費
」

(
弘
文
堂

、

一
九

九
四
)

「贈
与
論
」
等
を
参
照
。

石
田
晴
男

「
『天
文

日
記

』
の
音
信

・
贈

答

・
儀
礼
か
ら
み
た
社
会
秩

序
」

(
『
歴
史
学
研
究
』

六
二
七

、

一
九
九

一
)
、
盛
本
昌
広

『
日
本
中

世

の
贈
与
と
負

担
』

(校

倉
書
房

、

一
九
九
七
)
、
同

「
豊

臣
政
権

の

贈
答

儀
礼
と
鷹

狩
」

(
『
中
央
史
学

』
二
一二
、

二
〇
〇
〇
)
等
多

く

の

研
究

が
あ

る
。
贈
与

の
研
究
史
は

、
桜
井
英
治

「
日
本
中
世

の
贈
与

に
つ
い
て
」

(
『思
想
』

八
八
七
、

一
九
九
八
)
が
ま
と
め
て

い
る
。

献
上
は

、
「
物
を
主

君

や
貴
人

な
ど
に
差
し
上
げ

る

こ
と
、
奉

る
事
」

を
、

下
賜
は

、
「
身
分

の
高

い
人

が
身

分

の
低

い
人
に
与
え

る
こ
と
、

下
さ

る
こ
と
と
」

を
意
味
す

る

(
『
日
本

国
語
大
辞

典
』
第

二
版

(小

学
館
、

二
〇
〇

一
)
)
。
下
賜

の
歴
史
的
意
味

は
、
『
歴
史

学
事
典
』
第

一
巻

「
下
賜
」
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

神

田
裕
里

「
織

田
信
長

と
禁
裏

・
公
家

の
交
流
」

(『
日
本
女

子
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
、

一
九
九
六
)
。

神

田

「
豊
臣

秀
吉

の
献

上
行

為

に

つ
い
て
」

(
『駒

沢
史

学
』

五
四
、

一
九
九
九
)
。

こ
の
ほ
か

の
論
文

に
は
、
神

田

「織
曲
豆
期

に
お
け
る
公

家

の
生
活
」
(
『
日
本
近

世
国
家

の
諸
相
』

(東
京
堂

出
版

、

一
九
九
九
)

所
収
)
、
同

「
戦
国

～
織
豊
期
に
お
け
る
朝

廷
内
制
度
」

(『
日
本
歴
史
』

六
四
二
、
二
〇
〇

一
)
、
同

「
織
田
信
長
に
対
す

る
公
家
衆

の

『
参
礼
』
」

(『
戦
国
史
研
究
』
四
三
、

二
〇
〇
二
)
等

が
あ

る
。

続
群
書
類
従
補
遺

三

『
御
湯
殿
上

日
記
』

(続
群
書
類
従
完

成
会

、

一

九
二
〇
)
。
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(
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)

(
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)

立
花

「
信
長
期
公

武
間
関
係

の
実
態
」

三
、
香

の
下
賜

(
『
信
長
権
力

と
朝
廷
』

(
註

(2
)
書
)
所
収
)
。

天
皇

は

し
ば

し
ば
信
長

・
信

忠

・
信

孝

・
貞
勝

・
村
井

清
次

に
、

懸
香

・
懸
袋

・
匂

貝

の
香
類

を
下
賜

し

て
い
た
。
信
長

は
香
を

自
ら

使

用
す

る
の
で
は

な
く
第

三
者

に
与
え

る
た

め
に
天
皇

に
所
望

し
た

こ
と

、
天
皇

も
そ

れ
を
知

っ
て
信
長

に
与
え

て

い
た
。

天
正

三
年
五

月

十
四

日
に
貞
勝

に
正
親

町
実
彦
を

し
て

「梅

の
輪

の
懸
袋
十

」
を

与
え

た
以
後

急
増

し
、
天
皇

が
信
長
等

に
香
類

を
下
賜

し
た
回

数
は

実

に
多

い
。

香

下
賜
は
貞

勝
か

ら

の
要
求

に
よ

っ
て
与

え
ら
れ

、
そ
れ

は
信
長

へ
の
下
賜

で
あ

っ
て
貞
勝
個

人

へ
与
え

る
も

の
で
は
な

い
。
貞

勝
ま

た

は
清
次

は
、
下

賜
を
取
り

次

い
で

い
る

の
に
過
ぎ
な

か

っ
た

。
天

皇

は
、
貞
勝

・
清
次

か
ら

の
要
求

に
対
し

て
、
何

の
抵
抗

も
な

く
応

じ
て

い
た

。
香
下

賜
を
望

ん
だ

の
は

、
信
長

の
全

国
制

覇

の
正

当
性

が

「
天
皇

の
静
誼
」

の
執
行

で
あ

る
か
ら
、
信

長
権
力

内
外

へ
天
皇

と

の
密
接
な

関
係
を

誇
示
す
る
た
め
と
認
識
し

て
良

い
。

矢

部
は
、

「秀
吉
以

外

の
天
皇
使
節

の
派
遣

を
受
け
た
武
家
衆

に
、
前

田
玄
以

・
浅
野
長

政

の
二
人

の
京
都
奉

行
が
挙

げ
ら

れ
る
。
長

政

の

も

と

へ
後

陽
成
天
皇

か
ら
勅

作

の
貝
を

持

っ
た
勧

修
寺

晴
曲豆
が

派
遣

さ
れ
て
お
り
、
正
親

町
上
皇
か
ら
も
菊
亭
晴
季

が
派
遣
さ
れ

て

い
る
。

こ

の
事
は

、
秀
吉
以

外

の
武

家
衆
と

し
て
は
異

例

の
事

で
あ
り

、
天

皇

と
上
皇

の
双
方

か
ら

の
使

節
を
受

け
て

い
る
例
は
他

に
見

る
こ
と

が
出
来
な

い
」
と

述

べ
て

い
る

(矢

部
健
太
郎

「
豊
臣
秀

吉

の
天
皇

使
節
」

(
冨
豆
島

岡
研
究
』
平
成
十

一
年
度
、

一
九
九
九
)
。

(13

)
1514

)
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(
18

)

久

野
雅
司

「織

田
政
権

の
京

都
支
配
」

(
『
白
山
史
学

』
三
三
、

一
九

九

六
)
、
同

「村
井
貞
勝
発
給
文

書

の
基
礎
的
考
察
」

(
『東
洋
大
学
文

学

部
紀
要
』
第

五
五
集

、
史
学
科

篇
二
七
号
、

二
〇
〇

]
)
、
伊
藤
真

昭

「
秀
吉
関
白
任
官
と
所
司
代

の
成

立
」

(『
日
本
史
研
究
』

四

一
九

、

一
九
九
七

)
、
同

「織

曲豆
期
伝
奏

に
関
す
る

一
考

察
」

(
『史

学
雑
誌
』

一
〇
七
-

二
、

一
九
九

八
、

二

つ
の
論
文
は

、
後

に

『京

都

の
寺
社

と

曲豆
臣
政

権
』

(法
蔵

館
、

二
〇
〇
三
)
所
収

)
、
矢
部

冨
豆
臣
秀
吉

か
ら
天
皇

へ
の
使
節

(
『
日
本
史

研
究
』

四
五
九
、

二
〇
〇

一
)
。
伊

藤

「
織
曲
豆
期

『
武
家
伝
奏

』
再
考
」

(『
日
本

史
研
究
』

四
八
四
、

二

〇
〇

二
)
。

『御
湯

殿
上
日
記
』
永
禄

五
年

三
月
六

日
条
。

『御
湯

殿
上

日
記
』
永
禄

五
年

四
月

二
十

四
日
条
、

「
さ

・
き

の
さ
き

や
う

の
大
夫
せ
・・
て
い
所

へ
十

か
う
十

か
く
た
さ
る
る
、
お
な
し
く

四
郎

に
も
ひ
き

十
て
う

に
と

ん
す
く
た

さ
る

・
、
御

つ
か

ゐ
く

わ
ん
し

ゆ

寺

一
位

な
り
」
。
天
文

八
年
十
月

三
日
、
六
角

定
頼
が
上
洛
し
た
と
き

も

、
十

一
月
二
十

二
日
、
太
刀
が

下
賜
さ
れ
た

(
『
御
湯
殿

上
日
記
』

天
文

八
年
十

一
月

二
十
九

日
条
、

「廿

二
日
に
は
く
し

て
六
か
く

に
御

た
ち
た

ふ
」
)。

『御
湯
殿

上
日
記
』
永
禄

五
年
六
月
二
日
条
。

『
御
湯

殿
上

日
記
』

永
禄

五
年

六
月
二
十

二
日
条

、
「
ふ
け
八
わ
た
よ

り
御

し
ゆ
ら
く
に

て
、
わ
か
き

み
の
ま

い
ら
れ
候
御

た
ち
か

へ
し

に
、

御

た
ち
、
大

た
ち
十
郎
も

ち

て
ま

い
る
、
又

こ
な
た
よ
り
く

わ
ん
し

ゆ
寺

一
位

し
て
、
御
し

ゆ
ら
く
め

て
た
き
と
て
、
御

た
ち
ま

い
る
」
。

『
御
湯

殿
上

日
記
』

永
禄
五
年

六
月
二
十
⊥
ハ
日
条

、
「
み
よ
し
に
御
た
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ち
く

た
さ

る

・
、
ま

つ
な
か

に
も
御
た

ち
と
、
き

ん
ら

ん
と
く
た

さ

る

・
、
御

つ
か
ゐ
ま

て
の
こ
う

ち
、
か
た
し
け
な
き
よ
し
申
」
。

『御

湯
殿
上

日
記
』
永

禄
八
年
五
月
十
九

日
条

。
新
訂
増
補

『言

継
卿

記
』

(続

群
書
類
従
完
成
会

、

一
九
六
七

)
永

禄
八
年
五
月

二
十

一
日

条
。

義
輝
殺

害
と

そ

の
後

の
経
過

に

つ
い
て
は
、
瀬

戸
薫

「
足

利
義

栄

の
将
軍
宣

下
を

め
ぐ

っ
て
」

(『
国
史

学
』

一
〇
四
、

一
九
七

八
)
、

今
谷

明

『
室
町
幕
府
解

体
過
程

の
研
究
』

(岩

波
書
店
、

一
九

八
五
)
、

山

田
康
弘

「
将
軍
義

輝
殺
害
事

件

に
関
す
る

一
考

察
」

(『
戦
国
史

研

究
』

四
三
、
二
〇
〇
二
)
を
参
照
。

『三
口継
卿

記
』
永

禄
九
年
七
月
十
四
日
条
。

『御
湯

殿
上

日
記
』
永
禄

九
年
七

月
十
七

日
条

、

「
ひ
う
か
御

れ

い
に

ま

い
り
と

て
、

三
色
、
御

た
る
し

ん
上
申
、

こ
御
所

に

て
く

こ
ん
た

ふ
、
ま

て

の
こ
う
ち
頭
弁
、
し
ら
川
、
き
よ
く
郎
ま

い
ら

る

・
」
。

堀

「
戦
国
大
名

織

田
氏
と
天
皇
権
威

」

(
『
歴
史
評
論

』

五
二
三
、

一

九
九

三
)
。
戦

国
大

名
と
天
皇

の
関
係

に

つ
い
て
の
言

及
は
多

く
あ
る

た
め
、
池

『
大
名
領
国
制

の
展
開
と
将
軍

・
天
皇

(『
講
座
日
本
歴
史
』

四

(東
京

大
学

出
版
会

、

一
九

八
五
)
所
収

、
後

に
注

(
2
)
書
所

収

)
、
今
谷
明

『
戦
国
大
名
と

天
皇
』

(福
武
書
店
、

一
九

九
二
)
、
永

原
慶

二

「
応

仁

・
戦

国
期

の
天
皇

」

(
『
講
座

前
近

代

の
天
皇
』

二

(青
木
書
店
、

一
九
九
三
)
所
収
。
後

に

『
戦
国
期

の
政
治
経
済
構
造
』

(岩
波
書
店
、

一
九
九
七
)
所
収
)
を
紹
介
す

る
に
留

め
る
。

神

田
は

「織

田
信
長

と
禁
裏

・
公
家

の
交

流
」

で
、
「
織

田
政
権
は
、

室
町
将

軍
が
年

中
行
事

の

一
環
と

し

て
行

っ
て

い
た
献
上
行

為
を
踏

襲
せ
ず

、
多
様

且

つ
恒
常

的
な
献

上
を
行

っ
た
。
室

町
幕
府

に
よ
り

(
24

)

(
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)
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)

構
築

さ
れ
た
年
中
行
事

に
従

っ
た
献
上

は
、
天
正
期
以
降
断
絶
し
た
。

豊
臣

政
権

に
お

い
て
も

、
献
上
は
年

中
行
事
と

し

て
行
わ

れ
て

い
な

か

っ
た
」
と

整
理
し

て

い
る
。
信
長

が
室
町
幕

府

の
儀
礼
体
系

を
継

承

し

な
か

っ
た

こ
と

に

つ

い
て
は
、

二
木

謙

一
も
言

及

し

て

い
る

(
二
木

『
中
世
武
家
儀
礼

の
研
究
』

(吉

川
弘
文
舘
、

一
九
八
五
)
、
同

『武
家
儀
礼
格
式

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
舘
、

二
〇
〇
三
)
)
。

日
乗

に

つ
い
て
は
、
荻
野

三
七
彦

「
怪
僧

日
乗

に

つ
い
て
」

(『
日
本

歴
史
』

五
二
八
、

一
九
九

二
)
を
参
照
。

『御
湯

殿
上

日
記
』
永
禄
十

三
年

二
月

二
日
条
、

「む

ら

い
け

ふ
よ
り

日
せ
う

に
あ

ひ
そ

へ
御

し

ゆ
り
申

つ
け

て
さ
す
る
、

み
な
く

御
大

く
と
も

こ
と
く

く
ゑ
ほ
し
す
わ
う

に
て
ま

い
る
」
。

『
日
本

国
語
大

辞
典
』

「骨

折
り
」
。

邦

訳

『
日
葡
辞

書
』

(岩
波
書
店

、

一
九

八
〇
)
。

最
新

の
研
究
と

し

て
、
久

野

「
足
利
義

昭
政
権
と
織

田
政
権
」

(
『
歴

史

評
論

』
六
四
〇
、
二
〇
〇
三
)
が
あ

る
。

贈

ら
れ

る
物

品
が
持

つ
意

味

に

つ
い
て
は
、
神

田
が
網
羅
的

に
説
明

し

て
い
る
。
ま

た
衣
料
品

の
贈

与
は
播
磨

良
紀

「織

曲豆
期

の
生
活

文

化

」

(
日
本

の
時

代
史
十

三

『
天
下
統

]
と
朝

鮮
侵

略
』

(
註

(
4
)

書
)
所
収

)
、
香

類

の
贈
与

は
神
保
博
行

『
香
道

の
歴
史
辞
典
』

(柏

書
房
、
二
〇
〇
三
)

の
説
明
が
詳
し

い
。

『
御
湯
殿
上
日
記
』
元
亀
四
年
七
月
十
九
日
条

。

『
信
長
公
記

』

(
『大

日
本
史
料
』

天
正
元
年
七

月
二
十

一
日
条

所
収
)

七
月
廿

一
日
条
。

久
野

「村

井
貞
勝
発
給
文
書

の
基
礎
的
考
察
」
。
立
花

「
明
智
光
秀
花

一47一
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押

の
経
年

変
化
と
光
秀
文
書

の
年
次
比
定
」

(『
古
文
書
研
究
』

四
六
、

一
九

九
七
)
は
、

「光
秀

は
天
正
三
年
九

月
か
ら
丹
波

へ
出
陣

し
、
十

一
月

に
は
黒
井

城
攻

撃

に
従
事

す

る

の
で
京
都
支

配

か
ら
離

れ
た

」

と
述

べ
て

い
る
。

吉

田
兼

見
は

、
天
正

三
年

ま

で
貞

勝

へ
の
参

礼
を
行

っ
て

い
な

い
。

天
正
四
年

正
月
か

ら
貞
勝

へ
の
参
礼
を

始

め
、
以
後

天
正
十
年

ま
で

続

け
た

(史
料
纂
集

『
兼
見
卿
記
』

(続
群

書
類
従
完
成
会

、

一
九
七

一
)
参

照
)
。
貞
勝

へ
の
参

礼
は
、

『
言
継
卿

記
』
天

正
四
年
条

で
も

確

認

で
き

る
。
天

正
四
年

か
ら
参
礼

が
恒
常
化

す

る
事

は
、
断

片
的

な
が
ら

『
言
経
卿

記
』
か

ら
も
見

ら
れ
る

(
大
日
本
古

記
録

『
言
経

卿

記
』

(岩
波
書
店
、

一
九
五
九
)
参
照
)
。

高
木
昭
作
監
修

・
谷

口
克
広
著

『織

田
信
長
家
臣
人
名
辞
典

』

(吉
川

弘
文
舘
、

一
九
九
八
)
。

『
御
湯
殿

上
日
記
』

天
正
三
年

二
月
六

日
条

、

「
の
ふ
な
か

よ
り

つ
る

十
は

、
む
ら

ゐ
、
あ
け
ち

、
や

て
三
人

の
御

つ
か

い
に

て
し
ん
上
す

る
、
御

つ
か

い
や

て
に
き

ん
ら

ん
く
た

さ
る

・
、

か
た
し
け

な
き
よ

し
申
す
」
。

『兼
見
卿
記
』
天
正
十
年
六
月
六

日
条

こ

の
間

の
経
過

に

つ
い
て
は

、
『
京
都

の
歴
史
』

四

「
桃
山

の
開
花
」

(學
藝
書

林
、

一
九
六
九

)
第

三
章

「
京
都

の
改

造
」

第

一
節

「秀
吉

の
時
代
」
を
参
照
。

『兼
見
卿
記
』

天
正
十

一
年
閏
正

月

(十
五
日
)
条

こ

の
記
述
は
、

『大

日
本

史
料
』

に
収
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
来

の
研

究

で
は
取

り
上
げ
ら

れ

て
こ
な

か

っ
た

。
理
由

と
し

て
、
天
正
十

一

年

五
月
二
十
三
日
～
六
月
十

四
日
条

は
断
簡

で
あ
り
、
『
御
湯
殿
上

日

記
』

(十

一
)
に
収
め
ら
れ

て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
40
)
『
言
経
卿
記
』
天
正
十

一
年

八
月

十
九
日
条
、
八
月
二
十

一
日
条
、

八

月

二
十

三
日
条
、

『兼
見
卿
記
』
天
正
十

二
年
正
月
七
日
条

。

(
41
)

「
古

簡
雑

纂

」

天
正

十

一
年

五

月
廿

一
日
玄

以
宛

織

田
信

雄

判
状

(
『
大
日
本
史
料
』
天
正
十

一
年

五
月
二
十

一
日
条
所
収
)
。
曲豆
臣
期

の

所

司
代
成
立

ま

で
の
過

程
は
、
伊

藤

「
秀
吉

関
白

任
官
と

所
司
代

の

成

立
」

が
詳

細
に
説
明
し

て
い
る
。

(42
)
豊
臣

期

の
天
皇
使

節
を
分
析

し
た
矢
部

に
よ
れ
ば
、
天
皇

使
節

に
は

朝

廷

の
総
意

と
し

て
の
公
的
な

「
勅
使
」
と

、
天
皇
自
身

の
内
意
を

伝

え

る
た
め
、
天
皇
と

の
個
人
的

関
係
を
表
す

私
的
な

「御

使
」

が

あ

っ
た
。

「
勅
使
」

は
陣
中
見
舞

と
戦
勝
祝
賀

、
「
御
使
」

は
物
品

下

賜
と

い
う

よ
う

に
、
派

遣
目
的

に
応
じ

て
明
確
に
使

い
分

け
ら
れ

て

い
た

(矢
部
註

(
12
)
論
文

)
。
玄
以

へ
の
下
賜

の
内
、
史
料

に
記

さ

れ
た
七
回

の
天
皇
使
節

は
、
何

れ
も

「御
使
」

で
あ
る
。

(
43
)

増
補
続
史
料
大

成

『
晴
右

記

・
晴
曲豆
記
』

(臨
川
書
店

、

一
九
七

八
)

天
正
十

八
年

八
月

二
十

日
条

。
御
所
修
理

の
慰
労

の
下
賜
と

し
て
は
、

『
御
湯

殿
上

日
記
』

天
正
十
七

年
十

一
月

二
日
条
、

「大

所
た

て

・
ふ

き

や
う

へ
い
さ
う

に
御
た

る
、
お
り

五
か
う

五
か

下
さ
る

・
、
御

つ

か

い
中
山
大
納
言
、
か
た
し
け
な
く
過
分

な
る
よ
し
申
」
も
あ
る
。

(
44
)

『
国
史

大

辞
典
』

第

七
巻

(吉

川
弘
文

舘

、

一
九

八
六

)

「
将
作

大

匠
」
。

(
45
)

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
「
肝
煎
」
。

(
46
)
『御

湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
八
年
十

二
月

二
十

二
日
条
。
曲
豆
臣
政
権

に
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48
)

47

 

(
49

)

(
50

)

(
51

)

(
52

)

(
53

)

よ
り
行

わ
れ

た
御
所

の
大
規
模
修

理

に

つ
い
て
は
、
嗣
永
芳

照

「京

都
御
所

作
事
関

係
年
譜

天
正
度
-

安
政
度

」

(
『
書
陵
部
紀

要
』

二

四
、

一
九
七

二
)
、
藤
岡
通
夫

『
京
都
御
所
』

(中
央
公

論
美
術
出
版

、

一
九
八
七
)

の
整
理
が
あ

る
。

『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
八
年
十

二
月

二
十

六
日
条
。

玄

以
と

「
三
伝
奏
」

の
談
合

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
聚
楽
亭
行
幸

の
形

成
課
程

に

つ
い
て
」

(
『
日
本
歴
史

』

二
〇
〇
四
年

三
月
号
)

で
概
要

を
説
明
し

て
い
る
の
で
、
あ
わ

せ
て
参

照
し

て
い
た
だ
き

た

い
。
猶
、

「談

合
」

の
全
体
像
と
具
体
的
内
容
は
、
別
稿
を
作
成
し

て
論

じ
る
。

矢
部

「
豊
臣

『
武
家
清
華

家

の
創

出
』
」

(
『
歴
史
学

研
究
』
七

四
六
、

二
〇
〇

一
)
。
武
家
清

華
家

へ
の
下
賜

は
、
聚
楽
亭
行
幸

の
後

か
ら
確

認

で
き

る
。

下
村
敷

「
天

正

・
文

禄

・
慶
長
年

間

の
公
家
成

・
諸

大
夫

成

一
覧

」

(
『
栃

木
史
学

』
七

、

一
九
九

三
。
後

に

『
日
本

中
世

の
法

と
経
済

』

(続
群
書
類
従
完
成
会

、

一
九
九
八
)
所
収
)
。

矢
部

註

(
12
)
論

文
を
参

照
。

こ
の
他
、
施

薬
院
全
宗

に
も
、

天
正

十

五
年
か
ら
十

八
年

の
問
、
下
賜
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。

曲豆
臣
政
権

が
行

っ
た

一
連

の
服
属
儀

礼

に

つ
い
て
は
、

下
村
敷

「
曲豆

臣
氏
官

位
制
度

の
成
立

と
発
展
」

(
『
日
本
史
研

究
』
三

一
七
、

一
九

九

四
。
後

に
註

(
50
)
書
所
収

)
、
黒

田
基
樹

「
曲豆
臣
期
公
家
成
大

名

の
政
治
的
性
格

」

(『
岡
山
藩

研
究
』
三
〇
、

一
九

九
九
)
、

二
木

「
曲豆

臣
政
権

の
儀
礼

形
成
」

(
『
武
家

儀
礼
格
式

の
研
究
』

(吉

川
弘
文
舘

、

二
〇
〇
三
)
所
収
)
等

の
言
及

が
あ

る
。

『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
六
年

四
月
十

四
日
条

～
十
八
日
条

。

(
54
)

(
55
)

(
56

)

(
57

)

(
58

)

『
高
台
寺

文
書
』

(
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
影

写
本
)

に
は
、
北
政
所

の
叙
位

の
消
息
宣

下
が
あ

る
。

上
卿
勧
修
寺
大
納
言

天
正
十
六
年
四
月
十
九
日

宣
旨

曲豆
臣
吉
子宜
叙
従

一
位

蔵
人
頭
左
近
衛
権
中
将
藤
原
霧

奉

『
公
卿
補
任
』

(吉
川
弘
文
舘
、

一
九
六
五
)
天
正
十

六
年
条

権
中
納
言
従
三
位

豊
秀
次

デ

、
四
月
十
九

日
叙
従

二
位

増
補

続
史
料

大
成

『
愚
管
記
』

四

(
臨
川
書
店
、

一
九
七

八
)
永
徳

元
年

三
月
二
十
日
条
。
『
教
言
卿
記
』

(『大

日
本
史
料
』
七
-

九
所
収
)

応
永

十
五
年

三
月
二
十
九
日
条
。

『行
幸

人
d
ー
六
』

(宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
)

殿
下
か

た
ー

御
悦

に
三
首

の
御
詠

あ
り

(中

略
)
即
式
部
卿

法

印

長
諸
を

召

て
、

た
ん
さ
く

に
書

つ
け

さ
せ
、
松

の
朶
に
む
す

ひ

つ

け

霊
輪

な
ら

ひ
に

院
御

所

へ
送
進

上
し
給

ふ
な
り
、
御
添

状

あ
り

(添
状

は
本
論

に
記
し
て

い
る
)

今
夜

は
や
更
す

き
御
合
事

に

て
翌
朝
叡

聞
に
備
ら

る

御
感
あ

さ
か

ら
す
、

や
か
て
御
返

し
あ

り

(後
略

)

『
院
中
御

湯
殿

上
日
記
』

(東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵

)
天
正
十

六

年

四
月

二
十

日
条
。

『
言
経
卿

記
』

天
正
十
六
年

四
月

二
十

一
日
条
、

「
羽
柴

中
納
言
殿

へ

羅
向
了

、
関
白
殿
御
鷹

野
御
供

也
云

々
」
、
天
正
十
六
年

四
月

二
十

五
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(59

)
6160

 

(
62

)

(63

)
6564

日
条

「
殿
下
大
坂

へ
御
下
向
也
云

々
」
。

拙
稿

「
聚
楽
亭

行
幸
に

つ
い
て
」

(二
〇
〇
二
年

三
月
第

二
六
九
回
戦

国
史

研
究

会
例
会
発
表

レ
ジ

メ
)
。

『行
幸

一
会

』

(宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
)
。

山

口
は
、
聚
楽

亭
行
幸

の
意
義
と

し
て
、
「
行
幸
は
、
朝

廷
秩
序

の
再

編

の
目
的

を
有

し
て

い
た

。
秀
吉

は
天
皇

や
公
家
達

に
知
行

を
給
付

し
、
財

政
基
盤
を
安

定

さ
せ
た
。

そ
し

て
全

て

の
公
家

、
門

跡

に
京

都

の
朝
廷

で
天
皇

へ
の

「
御
奉
公
」

に
励

み
、
「
家
之
道
」

を
嗜
む
よ

う
命

じ
た
」
と
ま
と
め

て
い
る

(山

口
註

(
3
)
論
文

)。

戦

国
期

に
行

わ

れ
た

朝
廷

儀
式

の
再
興

に

つ
い
て
は

、
奥

野
高

廣

「
戦
国
時
代

の
皇
室

御
経
済
」

(
『皇
室
御

経
済
史

の
研
究

』
後

篇

(畝

傍

書
房
、

一
九

四
四
)
所
収
)
、
富

田
正
弘

「
室
町
殿
と

天
皇
」

(『
日

本

史
研
究
』

三

一
九

、

一
九
八
九
)
、
酒
井

信
彦

「朝
廷
年

中
行
事

の

転
換
」

(
『東
京
大

学
史
料
編
纂
所
報
』

一
八
、

一
九

八
三
)
、
同

「
応

仁

の
乱
と
朝
儀

の
再
興
」
(東
京
大
学
史
料
編
纂

所

『研
究
紀
要
』
五
、

一
九
九
五
)
を
参
照
。

拙
稿

「朝
廷

儀
式
運
営
と
豊
臣
政
権
」

(二
〇
〇

二
年
十

月
大
阪
歴
史

学

会
中
世
史

・
近
世
史
合
同
部
会

レ
ジ

メ
)
。

『
三
節
会
集
会
』

(内
閣
文
庫
所
蔵
)
。

『
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
』

(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
)
。

天
正
十
⊥ハ
年
正
月
朔
日
七
日
十
六
日
之
節
會
御

下
行
之
事

(中
略
)

合
百
七
石
三
斗

右
禁
裏
御
倉
米
内
を
以
、
役
人
衆

へ
可
相
渡
候
也

天

正

十

六

年

三

月

十

一
日

法

印

判

(
66
)

『
御

湯

殿

上

日

記

』

慶

長

五

年

四
月

三

日

条

、

「
と

く

せ

ん

ゐ

ん

へ
御

も

ん

の

御

は

ん

の
事

仰

い
た

さ

れ

候

て

、

か

さ

い
と

申

候

物

ま

い
り

て

御

は

ん

す

」
、

慶

長

五

年

八

月

五

日
条

、

「
御

所

の

中

そ

こ
ね

た

る

所

と

も

と

く

せ

ん

ゐ

ん

へ
仰

ら

れ

て
、

ふ

き

や
う

ま

い
り

て
な

を

し

ま

い
ら

せ

候

」
。

(
67
)

『御

湯

殿

上

日

記

』

慶

長

五

年

五

月

十

日

条

、

「御

み

ま

い
と

て

ひ

て

よ

り

中

納

言

へ
に

ほ

ひ

ふ

く

ろ

措

は
く
す
り
、

同

御

ふ
く

ろ

へ
比
は
く
す
り
、

江

戸

の
内

ふ

へ
計

は
く
す
り
、

あ

き

の
も

り

て

る

も

と

中

納

言

へ
廿
は
く
す

り
、

う

き

た

ひ

せ

ん

の

ひ

て

い
ゑ

中

納

言

へ
廿

は
く
す
り
、

と

く

せ

ん

ゐ

ん

へ
廿

は
く
で
り
つ
か

は

さ

る

・
、

御

つ
か

ゐ
く

わ

ん

し

ゆ
寺

右

大

弁

の

さ

い
相
、
み
な
ー

大

さ
か
の
事

に
て
大

さ
か

へ
御
く
た
り
あ
り
」
。

(68
)
板
倉
勝
重

へ
の
下
賜
は
、
『
光
豊
公
記
』
慶
長
十

五
年

六
月
二
十

日
条

(『
大
日
本
史
料
』
慶
長
十
五
年

六
月
十

四
日
条
所
収
)

に
あ
る
。

(
付
記
)

本
論
は

、
二
〇
〇
三
年

六
月
二
十

日
奈

良
歴
史
学

研
究
会
六
月

例

会

で
発
表

し
た

「
天
皇

の
下
賜

政
策
試
論
-

京
都
所

司
代

へ
の
下
賜

の
成
立
と

意
義
1
」

を
基

に
作
成

し
た
も

の
で
あ

る
。

そ

の
際

に
多

数

の
方

か
ら
貴
重
な

助
言
を
賜

り
ま
し
た
。

本
論

で
は
、
貴
重
な
助

言
を
充

分
に
反
映

で
き

ま
せ

ん
で
し
た
が

、
こ

こ
に
記

し
て
御
礼
と

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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